
ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

目

次

-

．

序

論

ー
．
問
題
の
所
在

2
．
南
ア
ジ
ア
の
「
国
民
国
家
（
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
）
」
と
国
民
統
合

二
．
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
と
国
民
統
合

ー
．
憲
法
(
-
九
四
六
年
）
制
定
と
セ
イ
ロ
ン
独
立
法
(
-
九
四
七
年
）

2
．
一
九
七
―
一
年
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法

3
．
一
九
七
八
年
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法

三
．
最
近
の
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
改
革
の
動
き

l
．
一
九
九
四
年
ク
マ
ー
ラ
ト
ゥ
ン
ガ
大
統
領
の
当
選
か
ら
―

1
0
0
0年
八
月
新
憲
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．
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は
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
に
反
発
し
て
、

そ
れ
を
認
め
な
い
政
府
と
の
争
い
は
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

（
二
五
八
）

か
つ
て
、
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
海
外
か
ら
は
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
平
和
な
島
と
し
て

『
東
洋
の
真
珠
』
と
も
称

賛
さ
れ
た
「
光
り
輝
く
島
」
（
シ
ン
ハ
ラ
語
に
よ
る
「
ス
リ
ラ
ン
カ
」
の
意
味
）
は
、
今
日
で
は
長
年
に
わ
た
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
の
続

く
国
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
（
お
よ
び
東
部
）
に
住
む
タ
ミ
ル
人
た
ち
の
分
離
独
立
を
求
め
る
運
動
と
、

一
般
的
に
は
シ
ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ル
人
と
の
民
族
的
・
宗
教
的
対
立
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
二
五

0
0年
に
わ
た
っ
て
シ
ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ル
人
、
あ
る
い
は
仏
教
徒
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
な
ど
と
は
宗
教
の
違
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
関
係
を
築
き
つ
つ
共
生
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
敵
対
関
係
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
に
対
す
る
民
族
独
立
運
動

の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
面
が
強
い
。
ま
た
、
宗
教
対
立
と
い
う
側
面
か
ら
み
て
も
、
厳
し
い
対
立
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

一
九
世
紀
後
半
に
生
じ
た
仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
再
興
運
動
を
契
機
と
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、

現
在
の
よ
う
に
「
民
族
紛
争
」
と
い
う
形
を
と
る
の
は
独
立
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

ラ
ン
カ
の
民
族
問
題
は
最
近
に
な
っ
て
生
じ
た
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
一
般
の
シ
ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ル
人
と
の
日

(
2
)
 

常
的
な
関
係
を
敵
対
的
関
係
の
み
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
問
題
の
基
本
は
、
民
族
や
宗
教
の
違
い
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
民
族
や
宗
教
を
、
あ
る
い
は
そ
の
相
互
の
関
係
を
、
歴

史
的
・
文
化
的
背
景
を
ふ
ま
え
国
民
国
家
（
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
）

営
を
は
か
ろ
う
と
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
構
想
す
る
の
か
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

1
．
問
題
の
所
在

関
法

-
．
序

論

の
構
想
・
建
設
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
組
み
込
み
国
家
運

1

、r¥
、

J

J

 

ス
リ



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

一
八
年
間
に
及
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
一
八
年
間
に
及
ん
だ
深
刻
な
対
立
・
抗
争(3
)
 

に
終
止
符
を
打
つ
も
の
と
し
て
二

0
0
0年
八
月
提
案
さ
れ
た
新
憲
法
案
も
国
会
で
の
実
質
的
な
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

本
稿
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
「
『
人
種
抗
争
」
に
終
止
符
を
う
っ
た
め
に
憲
法
改
革
を
」
(
-
九
九
七
年
一
月
）
と
し
て
、
ク
マ
ー
ラ

(
C
h
a
n
d
r
i
k
a
 B
a
n
d
a
r
a
n
a
i
k
e
 K
u
m
a
r
a
t
u
n
g
a
)

大
統
領

(
P
A
)
が
そ
の
就
任
後
に
取
り
組
ん
で
き
た
憲
法
改
革
・
地
方

分
権
へ
の
試
み
、
具
体
的
に
は
二

0
0
0年
八
月
三
日
新
憲
法
案
の
内
容
と
そ
の
憲
法
案
作
成
・
提
出
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
フ
ォ
ロ
ー

し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
今
日
と
将
来
の
国
家
像
、
そ
し
て
国
民
統
合
の
あ
り
方
を
紹
介
・
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
．
南
ア
ジ
ア
の
「
国
民
国
家
（
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
）
」
と
国
民
統
合

本
稿
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
の
改
正
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
上
記
の
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
る
が
、
加
え
て
、

筆
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
、
国
家
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
あ
り
方
と
イ
ン
ド
憲
法
の
研
究
を
南
ア
ジ
ア
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
イ
ト
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

ト
ゥ
ン
ガ

「
大
暴
動
」
以
降
継
続
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、

に
な
る
と
考
え
る
。

八
九

（
二
五
九
）

一
九
四
七
年
の
独
立
と
一
九
五

0
年
の
憲
法
制
定
に

の
意
味
で
は
、
す
ぐ
れ
て
政
治
問
題
で
あ
り
、
そ
の
墓
本
的
枠
組
み
を
定
め
る
憲
法
問
題
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の

憲
法
典
の
成
立
経
緯
、
そ
の
改
正
・
改
革
を
め
ぐ
る
論
議
、
お
よ
び
そ
の
規
範
内
容
の
解
釈
が
問
題
の
所
在
、
考
察
の
―
つ
の
手
が
か
り

泥
沼
化
し
、
解
決
の
糸
口
も
不
透
明
な
今
日
の
「
民
族
紛
争
」
を
、

S
L
F
P
の
ソ
ロ
モ
ン
・
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
ー
ヤ
カ

(S. 
W.R.D. 

B
a
n
d
a
r
a
n
a
i
k
e
)

首
相
が
お
こ
な
っ
た
シ
ン
ハ
ラ
オ
ン
リ
ー
政
策
を
契
機
と
す
る
「
一
九
五
八
年
暴
動
」
か
ら
始
ま
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
紛
争
は
（
「
内
戦
」
と
も
い
い
う
る
苛
酷
な
も
の
で
あ
る
が
）
、
す
で
に
四
0
年
以
上
に
わ
た
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

一
九
八
三
年
の



さ
ら
に
、
本
稿
は
、
「
法
文
化
と
多
元
的
法
体
制
」
を
分
析
・
考
察
す
る
一
っ
の
素
材
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ

に
つ
い
て
の
か
か
る
先
行
研
究
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
千
葉
正
士
編
『
ス
リ
ラ
ン
カ
の
多
元
的
法
体
制
J

(
一
九
八
八
年
、
成
文
堂
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
、
同
書
の
問
題
意
識
と
研
究
に
触
発
さ
れ
、
同
書
の
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
の
全

体
像
、
と
り
わ
け
一
九
八
0
年
代
以
降
の
憲
法
改
正
動
向
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
書
の
意
図
し
た
非
西
欧
法
分
析
枠
組
に
か
か
わ
る

方
法
論
の
継
続
的
研
究
の
呼
び
水
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
者
の
能
力
か
ら
し
て
も
、
本
稿
は
い
わ
ゆ
る
国
家
法

ー
ー
公
式
法
の
典
型
た
る
憲
法
の
考
察
を
中
心
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
典
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
の
理
念
と
あ
り
方
を
端

的
に
明
記
す
る
基
本
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
不
安
定
要
因
を
内
包
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
現
実
の
基
本

政
策
を
追
認
し
、
国
民
意
識
を
反
映
し
、
新
た
な
国
民
統
合
の
「
理
念
」
を
生
み
だ
し
て
い
く
母
体
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン

と
緊
張
を
先
取
り
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
一
巻
―
―
•
一
二
号

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
」
は
、
今
日
、
憲
法
の
示
す
国
家
理
念
、
国
家
運
営
の
基
本
に
か
か
わ
る
問
題
へ
の
異
義
申
し
立
て

(
4
)
 

え
ば
、
政
教
分
離
主
義
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
）
に
直
面
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
り
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的

に
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
と
は
何
で
あ
り
、
そ
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
、
現
代
国
家
の
多
く
が
解
決
を

(
5
)
 

迫
ら
れ
て
い
る
課
題
で
も
あ
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
イ
ン
ド
は
、
二

0
世
紀
半
ば
に
お
い
て
、
そ
の
―
つ
の

モ
デ
ル
を
示
し
て
き
た
実
績
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
イ
ン
ド
が
抱
え
て
い
る
憲
法
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
上
述
の

課
題
に
対
す
る
一
っ
の
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
イ
ン
ド
憲
法
の
研
究
を
南
ア
ジ
ア
の
中
に
位
置
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
研
究
の
新
た
な
手
が
か
り
を
模
索
し
た
い
。
本
稿
が
主
と
し
て
扱
う
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
イ

ン
ド
と
イ
ン
ド
憲
法
が
当
面
す
る
諸
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
イ
ン
ド
が
抱
え
込
む
で
あ
ろ
う
厳
し
い
対
立

関
法

九
〇

（
二
六
0
)

（例



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

九

（
二
六
一
）

カ
憲
法
も
、
イ
ン
ド
憲
法
同
様
、
そ
の
前
文
は
「
W
e
,
t
h
e
 P
e
o
p
l
e
 o
f
 
••• 

」
で
始
ま
る
（
日
本
国
憲
法
前
文
も
同
旨
）
。
す
な
わ
ち
、

ス
リ
ラ
ン
カ
人
民
自
身
が
主
体
的
な
立
場
で
、
自
己
自
身
の
憲
法
と
し
て
決
定
し
、
確
定
し
つ
つ
現
に
保
持
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
憲
法
の
み
の
考
察
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
「
現
に
働
い
て
い
る
法
の
全
体
構
造
」

し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
る
。

（
千
葉
）

の
一
っ

で
あ
る
憲
法
典
の
考
察
そ
れ
自
体
が
、
当
該
国
家
の
法
文
化
の
原
理
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
法
原
理
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
考
察
と

ア
ヨ
ー
デ
ィ

(
1
)

ス
リ
ラ
ン
カ
に
つ
い
て
は
、

C
r
a
i
g
B
a
x
t
e
r
 (et. 
al.), 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 a
n
d
 Politics in S
o
u
t
h
 Asia, 4
t
h
 ed., 
1998, W
e
s
t
 Press, O
x
f
o
r
d
.
 

杉
本
良
男
編
『
ア
ジ
ア
読
本
ス
リ
ラ
ン
カ
J

(
一
九
九
八
年
、
河
出
書
房
新
社
）
、
同
編
『
も
っ
と
知
り
た
い
ス
リ
ラ
ン
カ
』
(
-
九
八
七
年
、

弘
文
堂
）
な
ど
参
照
。

(
2
)

ス
リ
ラ
ン
カ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
に
つ
い
て
は
、
前
記
註
(
l
)
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
斉
藤
吉
史
「
ス
リ
ラ
ン
カ
ー
人
種
対
立
の
泥
沼
に

陥
っ
た
モ
ザ
イ
ク
国
家
」
国
際
問
題
三

0
四
号
二
八
頁
(
-
九
八
五
年
）
、
同
「
問
い
直
さ
れ
る
歴
史
の
意
義
_
ー
ー
シ
ン
ハ
ラ
・
タ
ミ
ル
抗
争
の

軌
跡
ー
」
佐
藤
宏
編
『
南
ア
ジ
ア
現
代
史
と
国
民
統
合
』
二
八
九
頁
(
-
九
八
八
年
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
、
田
中
雅
一
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の

民
族
紛
争
そ
の
背
景
と
解
釈
ー
」
岡
本
幸
治
／
木
村
雅
昭
編
『
紛
争
地
域
現
代
史
③
南
ア
ジ
ア
』
二
六
七
頁
(
-
九
九
四
年
、
同
文
舘
）
、

林
昭
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
紛
争
と
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
関
係
」
近
藤
則
夫
編
『
現
代
南
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
』
七
一
頁
(
-
九
九
七
年
、
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
）
、
粟
屋
利
江
「
南
ア
ジ
ア
迷
走
す
る
小
宇
宙
」
木
畑
洋
一
ほ
か
編
『
〈
南
〉
か
ら
見
た
世
界
02

東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ

こ
一
五
三
頁
(
-
九
九
九
年
、
大
月
書
店
）
な
ど
参
照
•
日
常
生
活
、
近
隣
関
係
に
お
け
る
共
生
の
歴
史
、
そ
こ
で
育
ま
れ
て
き
た
「
共
同
」

の
意
識
に
価
値
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
閉
塞
的
な
意
味
で
の
『
民
族
』
を
超
え
る
可
能
性
」
（
執
行
一
利
「
創
ら
れ
た

イ
メ
ー
ジ
と
現
実
」
杉
本
良
男
編
・
前
掲
『
ア
ジ
ア
読
本
ス
リ
ラ
ン
カ
』
三
二
頁
、
三
九
頁
）
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

(
3
)

二
0
0
0
年一

0
月一

0
日
、
第
一
一
回
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ニ
ニ
五
議
席
の
う
ち
、
与
党
P
A
が
一
〇
七
議
席
（
前
回
よ
り
二
議
席

増
）
を
獲
得
し
て
第
一
党
の
座
を
維
持
、

U
N
P
は
八
九
議
席
に
と
ど
ま
り
（
前
回
よ
り
五
議
席
減
）
、
六
年
ぶ
り
の
政
権
奪
回
は
な
ら
な
か
っ

た

(
T
h
e
L
a
n
k
a
 A
c
a
d
e
m
i
c
,
 t
h
e
 official n
e
w
s
p
a
p
e
r
 o
f
 L
A
c
N
e
t
,
 O
c
t
o
b
e
r
 14, 2
0
0
0
.
)

。

(
4
)

千
葉
正
士
『
ア
ジ
ア
法
の
多
元
的
構
造
』
四
0
五
頁
(
-
九
九
八
年
、
成
文
堂
）
、
佐
藤
宏
「
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
視
点



ー
．
憲
法
(
-
九
四
六
年
）
制
定
と
セ
イ
ロ
ン
独
立
法
(
-
九
四
七
年
）

関
法

ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
と
国
民
統
合

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

ヤ
ー
事
件
と
イ
ン
ド
政
治
研
究
」
ア
ジ
ア
経
済
第
四
一
巻
一

O・

―
一
号
一

0
八
頁
（
二

0
0
0年
）
、
近
藤
光
博
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
の
『
一
神
教
』
批
判
1

宗
教
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
暴
ヵ
ー
」
宗
教
研
究
三
二

0
号
一
〇
一
頁
(
-
九
九
九
年
）
、
同
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
最
前
線
ー
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
ア
ジ
ア
経
済
第
四
一
巻
九
号
六
七

頁
（
二

0
0
0年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
国
民
国
家
」
の
問
題
を
扱
っ
た
最
近
の
も
の
と
し
て
、
『
南
ア
ジ
ア
の
国
家
と
国
際
関
係
』
国
際
政
治
―
二
七
号
（
日

本
国
際
政
治
学
会
、
二

0
0
一
年
）
が
あ
る
。
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
広
瀬
崇
子
「
序
章
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
『
国
民
国
家
」
と
国
際
関
係
」
、

伊
藤
融
「
南
ア
ジ
ア
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
に
お
け
る
国
際
的
フ
ァ
ク
タ
ー
」
な
ど
参
照
。

(
6
)

千
葉
正
士
編
『
ス
リ
ラ
ン
カ
の
多
元
的
法
体
制
』
(
-
九
八
八
年
、
成
文
堂
）
。

な
お
、
本
文
中
に
出
て
く
る
略
語
の
正
式
名
称
と
そ
の
訳
語
を
以
下
に
ま
と
め
て
挙
げ
て
お
く
。

A
C
T
C
(
A
l
l
 C
e
y
l
o
n
 T
a
m
i
l
 Congress)

全
セ
イ
ロ
ン
・
タ
ミ
ル
人
会
議

C
W
C
(
C
e
y
l
o
n
 W
o
r
k
e
r
s
 C
o
n
g
r
e
s
s
)

セ
イ
ロ
ン
労
働
者
会
議

F
P
(
F
e
d
e
r
a
l
 Party)

連
邦
党

L
T
T
E
(
L
i
b
e
r
a
t
i
o
n
 Tigers of T
a
m
i
l
 E
e
l
a
m
)

タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎

P
A
(
P
e
o
p
l
e
'
s
 Alliance)

人
民
連
合

S
L
F
P
(
S
r
i
 L
a
n
k
a
 F
r
e
e
d
o
m
 Party)

ス
リ
ラ
ン
カ
自
由
党

T
U
L
F
(
T
a
m
i
l
 U
n
i
t
e
d
 Liberation Front)

タ
ミ
ル
統
一
解
放
戦
線

U
N
P
(
U
n
i
t
e
d
 National Party)

統
一
国
民
党

一
九
四
七
年
―
二
月
一

0
日
の
セ
イ
ロ
ン
独
立
法
は
、
「
指
定
す
る
日
以
降
、
連
合
王
国
政
府
は
、
セ
イ
ロ
ン
の
統
治
に
関
す
る
責
任

九

（
二
六
二
）



2
 

ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

一
九
七
二
年
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法

憲
法
典
化
し
た
の
が
、

一
九
日
）

（
第
一
条
①
項
）
と
定
め
、
そ
の
「
指
定
す
る
日
」
、
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
が
枢
密
院
令
(
-
九
四
七
年
―
二
月

で
指
定
し
た
一
九
四
八
年
二
月
四
日
、

セ
イ
ロ
ン
は
独
立
し
た
。
こ
の
独
立
に
よ
っ
て
、

(
1
)
 

（
憲
法
）
枢
密
院
令
(
-
九
四
六
年
五
月
一
五
日
）
が
「
セ
イ
ロ
ン
憲
法
」
と
な
っ
た
。

こ
の
憲
法
に
よ
れ
ば
、
独
立
以
後
も
形
式
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
国
王
が
任
命
す
る
総
督
が
置
か
れ
（
第
四
条
）
、
内
閣
は
、
こ
の
総
督
が

任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
第
四
六
条
）
。
議
会
は
、
二
院
制
を
と
り
（
第
七
条
）
、
下
院
議
員
の
み
が
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、

上
院
議
員
は
、
下
院
と
首
相
の
推
薦
に
基
づ
い
て
総
督
が
任
命
す
る
（
第
八
条
以
下
）
。
上
院
の
権
限
は
、
極
め
て
弱
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
基
本
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
型
議
院
内
閣
制
を
モ
デ
ル
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
連
邦
制
に
関
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
を
除
け
ば
イ
ン

政
権
を
担
当
し
た
U
N
P
の
D
.
S
・
セ
ー
ナ
ナ
ー
ヤ
カ

(D. S. 
S
e
n
a
n
a
y
a
k
e
)

は、

九

（
二
六
三
）

一
定
の
変
更
を
受
け
た
セ
イ
ロ
ン

一
九
四
八
年
セ
イ
ロ
ン
市
民
権
法
を
、
翌
四

(
2
)
 

九
年
に
は
国
会
選
挙
法
を
制
定
し
、
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
人
の
選
挙
権
を
剥
奪
し
て
国
政
か
ら
排
除
し
た
。
こ
の
シ
ン
ハ
ラ
優
位
主
義
は
、

一
九
五
六
年
選
挙
時
に
一
層
顕
著
と
な
る
。
シ
ン
ハ
ラ
仏
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
か
か
げ
た
S
.
w
.
R
.
D
・
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
ー
ヤ
カ

(
S
F
L
P
)
は
、
選
挙
に
勝
利
す
る
と
、
大
農
園
や
銀
行
の
国
有
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
「
シ
ン
ハ
ラ
・
パ
マ
ナ
イ
（
シ
ン
ハ
ラ
語

第
一
主
義
）
」
を
推
進
し
、
シ
ン
ハ
ラ
語
公
用
語
化
(
-
九
五
六
年
）
、
シ
ン
ハ
ラ
・
オ
ン
リ
］
政
策
を
進
め
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
追
認
、

(
3
)
 

一
九
七
二
年
憲
法
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
五
月
二
二
日
の
新
た
な
憲
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
英
連
邦
の
自
治
領
で
あ
っ
た
セ
イ
ロ
ン
は
、
完
全
な
独
立
国
と
な
っ

ド
憲
法
の
構
成
と
内
容
に
か
な
り
類
似
し
て
い
る
。

を
有
し
な
い
。
」



で
い
た
。

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
の
残
滓
を
一
掃
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
社
会
に
、
よ
り
適
合
し
た
憲
法
の
制
定
を
目
ざ
す
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の

端
的
な
表
現
が
国
名
を
「
ス
リ
ラ
ン
カ
」
と
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
七
二
年
憲
法
は
、
憲
法
改
正
手
続
き
に
基
づ
い
て
制
定
す
る
の

で
は
な
く
、
総
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
下
院
議
員
全
員
で
構
成
す
る
制
憲
議
会
に
よ
っ
て
「
ス
リ
ラ
ン
カ
人
民
の
名
に
お
い
て
」
新

憲
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
全
一
六
章
一
三
四
ケ
条
と
二
つ
の
付
則
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
七
二
年
憲
法
は
、
「
単
一
の
共
和
国
」
（
第
二

条
）
で
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
の
目
標
を
社
会
民
主
主
義
と
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
一
連
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
実
施
し

て
き
た
も
の
を
憲
法
に
明
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ン
ハ
ラ
語
が
唯
一
の
公
用
語
で
あ
る
と
い
う
基
本
理
念
を
明
記
し
（
七
条
）
、

議
会
（
第
九
条
、

1
0条
）
、
裁
判
所
（
第
一
一
条
）
で
使
用
す
る
言
語
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
限
定
し
、
他
の
言
語
は
補
助
的
な
も
の
で
あ

(
4
)
 

る
と
し
た
。
ま
た
、
仏
教
を
国
教
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
仏
教
を
保
護
、
助
成
す
る
国
の
義
務
を
も
明
記
し
た
（
六
条
）
。
「
国
家
政
策
の

指
導
原
則
」
（
第
五
章
）
は
、
社
会
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
、
①
市
民
の
権
利
・
自
由
の
完
全
な
る
実
現
、
②
完
全
雇
用
、
③
全
国

土
の
す
み
や
か
な
る
開
発
、
④
社
会
的
生
産
物
の
公
平
な
配
分
、
⑤
集
団
的
所
有
の
発
展
、
⑥
国
民
道
徳
お
よ
び
文
化
の
向
上
、
⑦
人
が

個
人
的
・
集
団
的
に
そ
の
能
力
を
全
面
的
に
開
花
し
う
る
社
会
の
実
現
、
を
定
め
る
。
基
本
的
人
権
は
、
第
六
章
「
基
本
権
と
自
由
」
で

保
障
さ
れ
、
個
人
の
権
利
・
自
由
の
み
な
ら
ず
、
集
団
の
権
利
も
定
め
た
。
た
だ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
社
会
の
多
元
的
伝
統
や
固
有
の
価
値
な

ど
に
配
慮
し
た
規
定
は
み
ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
自
由
権
の
多
く
の
享
有
主
体
を
「
ス
リ
ラ
ン
カ
市
民
」
に
限
定
す
る
な
ど
の
問
題
を
含
ん

統
治
シ
ス
テ
ム
の
改
革
と
し
て
は
、
議
院
内
閣
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
第
一
に
、
二
院
制
を
廃
止
し
一
院
制
を
採
用

し
、
国
民
議
会
を
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し
、
広
範
な
権
限
を
有
す
る
機
関
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
司
法
権
は
「
国
民
議
会
が
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
裁
判
所
そ
の
他
の
機
関
を
通
じ
て
」
行
使
す
る
も
の
と
定
め
、
翌
七
＿
―
-
年
の
法
律
に
よ
り
、
憲
法
裁
判
所

関
法

九
四

二
六
四
）



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

ー新
憲
法
の
制
定
と
大
統
領
制
の
採
用
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
、

3
 

き
た
。

T
U
F
は、

ル
・
イ
ー
ラ
ム
）
建
設
を
支
持
す
る
に
い
た
る
。

を
設
置
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
七
一
年
、
「
上
訴
裁
判
所
法
」
に
よ
り
、
英
国
枢
密
院
法
律
委
員
会

へ
の
上
訴
を
廃
止
し
、
英
国
司
法
シ
ス
テ
ム
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
。

こ
の
七
二
年
憲
法
制
定
に
よ
り
、

一
九
七
六
年
の
大
会
で
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
国
樹
立
（
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
部
・
東
部
の
分
離
独
立
）
を
要
求
し
た

（
同
年
、

T
U
F
か
ら
T
U
L
F
へ
名
称
変
更
）
。
七
0
年
代
に
は
、
政
府
と
武
力
で
対
決
し
、
分
離
独
立
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
が
台
頭
し
、

八
0
年
代
に
な
る
と
議
会
政
党
に
代
わ
っ
て
武
装
闘
争
を
も
辞
さ
な
い
グ
ル
ー
プ
が
タ
ミ
ル
民
族
運
動
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
七
二
年

に
結
成
さ
れ
た
（
七
六
年
名
称
変
更
）
、
「
タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎

(
L
T
T
E
)
」
は
、

プ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

一
九
七
八
年
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法

一
九
七
八
年
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法

一
九
七
七
年
総
選
挙
に
勝
利
し
た
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ

(5) 

J
a
y
a
w
a
r
d
e
n
e
)

率
い
る
統
一
国
民
党

(
U
N
P
)
は
、
同
年
一

0
月
憲
法
を
改
正
し
、
大
統
領
制
を
採
用
し
た
。
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
自
ら

が
大
統
領
に
就
任
し
、
翌
一
九
七
八
年
八
月
、
憲
法
を
全
面
的
に
改
正
し
、
第
二
共
和
制
が
成
立
し
た
(
-
九
七
八
年
八
月
八
日
成
立
、

同
年
九
月
七
日
施
行
）
。

一
九
七
二
年
五
月
、

九
五

（
二
六
五
）

こ
の
七
八
年
憲
法
は
、
国
名
を
「
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国

(
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
Socialist R
e
p
u
b
l
i
c
 of Sri L
a
n
k
a
)
 (

J
R
.
 

と
改

一
九
八
六
年
に
は
最
大
の
武
装
グ
ル
ー

ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
人
の
多
く
は
、
連
邦
ス
リ
ラ
ン
カ
構
想
を
諦
め
、
タ
ミ
ル
分
離
国
家
（
タ
ミ

F
P
、
A
C
T
C
、
C
W
C
の
大
合
同
が
成
立
し
て
T
U
F
が
で



一
九
八
三
年
七
月
ニ
―
日
の
憲
法
改
正
は
、
国
会
議
貝
が
分
離
国
家
樹
立
へ
の
支
持
、
奨
励
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
を
禁
じ
、
各
国
会

議
員
へ
分
離
国
家
樹
立
要
求
拒
否
宣
誓
を
義
務
づ
け
る
文
言
を
憲
法
に
追
加
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(2) 

ェ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
の
激
化

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

（
「
上
位
裁
判
所
」
と
い
う
概
念
を
採
用
し
た
）

の
規
定

（
な
お
、

め
た
。
た
だ
、
実
際
の
政
策
は
、
前
政
権
の
社
会
主
義
化
を
是
正
し
、
む
し
ろ
自
由
主
義
的
な
市
場
開
放
経
済
体
制
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
憲
法
の
定
め
た
統
治
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
ま
ず
第
一
に
、
大
統
領
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
大
統
領
は
、
国
家
元
首
で
あ

る
と
と
も
に
行
政
府
の
長
と
さ
れ
、
国
民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
任
期
は
六
年
で
あ
る

改
正
に
よ
り
、
任
期
四
年
経
過
後
は
、
大
統
領
は
い
つ
で
も
次
期
大
統
領
選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
）
。
国
会
に

対
し
て
は
、
大
統
領
の
任
命
す
る
大
臣
で
構
成
す
る
内
閣
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
大
統
領
は
、
国
会
を
解
散
し
総
選
挙
を

お
こ
な
う
権
限
な
ど
、
前
憲
法
の
首
相
よ
り
も
大
き
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
第
一
一
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
採
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

統
領
は
、
国
会
の
否
決
し
た
法
案
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
律
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
（
八
五
条
）

は
、
国
民
（
人
民
）
主
権
の
徹
底
と
い
う
評
価
も
出
来
る
が
、
国
会
の
地
位
が
著
し
く
弱
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

司
法
制
度
の
改
革
が
挙
げ
ら
れ
る
。
憲
法
裁
判
所
の
廃
止
、
最
高
裁
判
所
な
ど

の
拡
充
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
判
事
の
任
免
権
を
大
統
領
が
有
す
る
な
ど
、
司
法
に
対
す
る
大
統
領
の
影
響
力
は
強
い
。

タ
ミ
ル
語
は
、
シ
ン
ハ
ラ
語
と
並
ぶ
国
語
と
さ
れ
た
が
、
シ
ン
ハ
ラ
語
が
唯
一
の
公
用
語
と
さ
れ
た
。
後
の
憲
法
第
二
二
次
改
正

九
八
七
年
）
に
よ
っ
て
タ
ミ
ル
語
も
公
用
語
と
さ
れ
た
が
、
教
育
、
試
験
な
ど
で
の
不
平
等
は
残
り
、
公
的
分
野
の
み
な
ら
ず
、
民
間
雇

用
の
面
で
も
タ
ミ
ル
人
は
一
層
不
利
益
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
選
挙
制
度
も
最
大
政
党
で
あ
る
U
N
P
に
有
利
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
た
と
い
わ
れ
、
政
権
交
代
が
起
こ
り
に
く
い
選
挙
制
度
と
な
っ
た
。

関
法

九
六

一
九
八
二
年
の
憲
法
第
三
次

（
同
年
一

0
月
ニ
―
一
日
、
そ
の
結
果
と

二
六
六
）



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

一
六
名
の
国
会
議
員
の
資
格
が
剥
奪
さ
れ
た
）
。
そ
し
て
、
同
年
七
月
二
三
日
に
始
ま
っ
た
無
差
別
大
量
殺
裁
は
、
今
日
に
い
た

(
6
)
 

る
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
の
始
ま
り
で
あ
る
。

権
拡
大
を
大
幅
に
認
め
る
憲
法
草
案
を
イ
ン
ド
政
府
に
示
す
が
、
北
部
で
は
、

激
集
団
を
一
掃
し
、
ジ
ャ
フ
ナ
半
島
を
完
全
に
掌
握
す
る
。
政
府
は
、

が
、
そ
こ
に
は
実
質
的
な
連
邦
制
へ
の
以
降
な
ど
の
内
容
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
協
定
も
意
味
を
な
さ
ず
、

五
月
一
四
日
、
イ
ン
ド
政
府
は
、

L
T
T
E
が
勢
力
を
増
し
、

一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
、
イ
ン
ド
政
府
と
和
平
協
定
を
結
ん
だ

L
T
T
E
を
非
合
法
組
織
と
み
な
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

J

の
紛
争
へ
の
、
イ
ン
ド
政
府
の
介
入
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
て
、

九
七

二
六
七
）

一
九
九
―
一
年

(
1
)

衆
議
院
法
制
局
ほ
か
訳
『
セ
イ
ロ
ン
憲
法
』
(
-
九
五
七
年
）
。
こ
れ
は
、
一
九
四
七
年
の
セ
イ
ロ
ン
独
立
法
(
-
九
四
七
年
―
二
月
一

0
日）、

一
九
四
六
年
の
セ
イ
ロ
ン
（
憲
法
）
枢
密
院
令
(
-
九
四
六
年
五
月
一
五
日
）
な
ど
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
村
尚
司
「
ス
リ
ラ
ン

ヵ
憲
法
と
社
会
」
大
内
穂
編
『
イ
ン
ド
憲
法
の
基
本
問
題
』
二
七
一
頁
(
-
九
七
八
年
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
な
ど
も
参
照
。
な
お
、
本
稿
で

紹
介
・
検
討
す
る
憲
法
改
正
案
、
新
憲
法
案
、
分
権
改
革
案
な
ど
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
の
公
式
サ
イ
ト

http: ¥＼
 

w
w
w
 .lacnet.org/ s
r
i
l
a
n
k
a
/
 politics/ d
e
v
o
l
u
t
i
o
n
/

に
掲
載
さ
れ
た
D
e
v
o
l
u
t
i
o
n
P
r
o
p
o
s
a
l
s
 &
 Et
h
n
i
c
 Crisis in Sri L
a
n
k
a
を
参

照
し
た
。

(
2
)

イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
人
と
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二

0
世
紀
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
か
ら
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
と
し
て
移
住
し
て
き
た
タ
ミ
ル

人
を
さ
す
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
ミ
ル
人
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
な
お
、
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
人
の
市
民
権
は
、
一
九
八
八

年
―
一
月
に
回
復
さ
れ
た
。

(
3
)

渋
谷
敏
「
ス
リ
・
ラ
ン
カ
共
和
国
憲
法
」
外
国
の
立
法
―
二
巻
三
号
一
三
九
頁
(
-
九
七
三
年
）
。
こ
の
七
二
年
憲
法
に
対
し
て
U
N
P
は
、

強
権
政
府
を
導
く
も
の
だ
と
し
て
反
対
し
た
。
ま
た
、
タ
ミ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
政
党
で
あ
る
F
P
は
、
シ
ン
ハ
ラ
語
の
み
を
公
用
語
と
す

る
こ
と
、
仏
教
に
特
別
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
こ
の
七
二
年
憲
法
と
左
翼
統
一
戦
線
政
府
の
社
会
主
義
政
策
に
つ
い
て
は
、

中
村
尚
司
『
増
補
地
域
と
共
同
体
』
(
-
九
八
七
年
、
春
秋
社
）
、
と
り
わ
け
そ
の
第
一

0
章
「
ス
リ
ラ
ン
カ
社
会
主
義
の
課
題
」
を
参
照
。

一
九
八
六
年
末
に
は
他
の
過

一
九
八
五
年
八
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
タ
ミ
ル
系
住
民
の
自
治



ー

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

(
4
)

仏
教
理
念
が
歴
史
を
一
貫
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
家
統
治
の
指
導
理
念
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
と
も
い
わ
れ
る
の
は
、
イ
ン
ド
と
異
な
り
、

ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
歴
史
記
述
の
伝
統
が
あ
り
（
杉
本
良
男
）
、
年
代
記
を
書
き
つ
い
だ
の
は
唯
一
の
知
識
人
で
あ
っ
た
仏
教
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ら

で
も
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
的
理
念
を
「
法
前
提
」
と
し
て
国
家
公
式
法
に
明
記
す
る
こ
と
が
、
多
宗
教
、
多
文
化
社
会
た
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
家

統
治
の
あ
り
方
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

(
5
)

こ
の
選
挙
は
、
国
内
政
治
勢
力
を
シ
ン
ハ
ラ
勢
力
と
タ
ミ
ル
勢
力
に
二
分
し
か
ね
な
い
新
し
い
政
治
状
況
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

選
挙
で
、

U
N
P
は
、
一
六
八
議
席
中
一
三
八
議
席
を
獲
得
し
た
。
同
時
に
こ
の
選
挙
で
初
め
て
T
U
L
F
が
国
内
政
治
の
舞
台
に
登
場
し
、
一

七
議
席
を
獲
得
、
野
党
第
一
党
と
な
っ
た
。

(
6
)

一
九
八
三
年
以
降
の
こ
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
」
の
簡
単
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
章
註
(
1
)
お
よ
び
(
2
)
に
挙
げ
た
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

―
―
「
最
近
の
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
改
革
の
動
き

一
九
九
四
年
ク
マ
ー
ラ
ト
ウ
ン
ガ
大
統
領
の
当
選
か
ら
二

0
0
0年
八
月
新
憲
法
案
の
国
会
提
出
ま
で

一
九
七
八
年
憲
法
の
改
正

ー＼
 一
九
八
三
年
の
「
大
暴
動
」
以
降
、

制
）
、
言
語
、
さ
ら
に
は
仏
教
の
位
置
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
改
革
案
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
憲
法
改
正
手
続
き
に
よ
る
一

九
七
八
年
憲
法
の
改
正
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
八
三
年
）
、
同
第
一
三
次
改
正

(
1
)
 

（
一
九
八
七
年
）
、
お
よ
び
第
一
六
次
改
正
(
-
九
八
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
八
三
年
一

0
月
四
日
）
は
、
憲
法
第
五
条
、
九
六
条
お
よ
び
第
一
付
則
を
改
正
し
、
新
第
一
―

-
A
条
を
追

加
し
た
。
ま
た
、
第
一
三
次
改
正
(
-
九
八
七
年
―
一
月
一
四
日
）
は
、
第
一
に
、
憲
法
第
一
八
条
を
改
正
し
、
タ
ミ
ル
語
の
公
用
語
化
、

英
語
の
接
合
語

(link
l
a
n
g
u
a
g
e
)

化
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
具
体
化
を
国
会
が
法
律
で
お
こ
な
う
も
の
と
し
た
。
第
二
に
、
第
一
七
A
章

関
法

エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
様
々
の
努
力
が
続
け
ら
れ
、
地
方
分
権
（
あ
る
い
は
連
邦

九
八

（
二
六
八
）



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

第
一
五
四
A
条
ー
一
五
四
T
条
）
を
新
た
に
設
け
た
。
同
章
は
、
州
知
事
、
州
評
議
会
議
員
、
大
臣
委
員
会
な
ど
の
権
限

そ
の
他
に
つ
い
て
定
め
、
各
州
に
高
等
法
院

(
H
i
g
h
Court)
を
設
置
す
る
こ
と

一
五
五
条
、

一
七
0
条）

の
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
第
八
付
則
（
州
）

（
法
と
秩
序
）
、
補
遺
2

（
土
地
）
、
補
遺
3

留
保
管
轄
事
項
表
〕
、
リ
ス
ト
皿
〔
共
通
管
轄
事
項
表
〕
）
を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
六
次
改
正
は
、
第
二
二
条
お
よ
び
二
三
条
を
廃

止
し
、
新
た
な
第
二
二
条
お
よ
び
二
三
条
を
設
け
、
行
政
・
立
法
上
使
用
す
る
言
語
に
つ
い
て
定
め
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
第
二
四
条

も
改
正
さ
れ
、
第
二
五
A
条
を
新
設
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
シ
ン
ハ
ラ
語
と
タ
ミ
ル
語
の
地
位
と
そ
の
使
用
に
つ
い
て
明
記
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
第
一
―
二
次
改
正
を
受
け
て
、
州
評
議
会
を
追
加
す
る
第
二

0
条
の
改
正
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
九
四
年
―
一
月
―
―
日
、

S
.
w
.
R
.
D
・
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
ー
ヤ
カ
の
次
女
ク
マ
ー
ラ
ト
ゥ
ン
ガ
は
、
和
平
実
現
を
旗
印
に
大

統
領
に
当
選
し
た
。
彼
女
は
、

L
T
T
E
と
の
「
内
戦
」
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
、
大
統
領
制
を
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
の
政
治
機
構
改
革
を

公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

ク
マ
ー
ラ
ト
ウ
ン
ガ
大
統
領
の

P
A
政
権
が
初
め
て
包
括
的
な
憲
法
改
革
案
を
提
示
し
た
の
は
、

九
九

二
六
九
）

（
教
育
）
〕
、
リ
ス
ト

Il
〔
国
家

の
一
九
九
五
年
八
月
案
は
、
前
文
、
本
文
（
第
一
章
ー
第
一

0
章
）
、
付
則
お
よ
び
リ
ス
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
文
は
、
す
べ
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
存
•
平
等
、
す
ぺ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
尊
重
・
維
持
、
す
べ
て
の
人
の
平
等
・
人
権
の
保
障
、
シ
ン
ハ
ラ
語
と
タ

ミ
ル
語
が
公
用
語
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
地
方
分
権
な
ど
を
明
記
す
る
。
地
方
分
権
の
内
容
と
し
て
は
、
北
東
州
の
創
設
、
州
評
議
会
の

設
置
、
州
知
事
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

(2) 

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
単
一
の
主
権
国
家
で
は
あ
る
が
、
州
の
連
合
体

(a
union of 

一
九
九
五
年
八
月
案
か
ら
一
九
九
七
年
一

0
月
案
ま
で

お
よ
び
第
九
付
則
（
リ
ス
ト

I
〔
州
管
轄
事
項
表
、
補
遺
ー

改
正
に
と
も
な
う
関
連
条
項
（
第
一
三
八
条
、

（
州
評
議
会

(
2
)
 

一
九
九
五
年
八
月
三
日
で
あ
る
。
こ

（
一
五
四

p
条
）
も
明
記
し
た
。
第
三
に
、
上
述
の



に
は
宗
教
団
体
な
ど
か
ら
批
判
が
起
こ
っ
た
。

R
e
g
i
o
n
)
 

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

（
二
七
0
)

で
あ
る
こ
と
も
明
記
す
る
。
立
法
権
は
、
国
会
、
州
評
議
会
、
お
よ
び
人
民
が
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)
 

こ
の
一
九
九
五
年
八
月
案
の
修
正
案
と
し
て
．
、
政
府
は
一
九
九
六
年
一
月
一
六
日
憲
法
草
案
を
公
表
し
た
。
こ
の
一
九
九
六
年
一
月
案

は
、
憲
法
上
最
も
重
要
な
争
点
と
な
っ
て
い
た
テ
ー
マ
を
扱
う
三
つ
の
章
、
す
な
わ
ち
、
第
一
章
「
人
民
、
国
家
、
お
よ
び
主
権
」
、
第

二
章
「
仏
教
」
、
な
ら
び
に
第
三
章
「
州
へ
の
権
限
委
譲
」
の
み
を
条
文
案
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
二
九
ケ
条
と

付
則
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
修
正
案
の
前
文
は
、
「
わ
れ
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
人
民

(
W
e
,
t
h
e
 P
e
o
p
l
e
 of Sri L
a
n
k
a
)
」
が
、

リ
ラ
ン
カ
を
「
自
由
で
、
主
権
を
有
し
、
連
合
し
た
、

か
つ
独
立
の
共
和
国

(a
free, 
sovereign, 
united 
a
n
d
 i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 

R
e
p
u
b
l
i
c
)
」
た
ら
し
め
ん
と
す
る
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
新
た
な
「
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
」
(
『
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
Socialist』

言
は
削
除
さ
れ
、

T
h
e
R
e
p
u
b
l
i
c
 of Sri L
a
n
k
a
が
正
式
の
新
た
な
国
名
と
な
る
。
）
は
、
「
州
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
―
つ
の
不
可
分

の
連
合

(
a
n
indissoluble U
n
i
o
n
 of R
e
g
i
o
n
)
」
と
さ
れ
る

（
第
一
条
）
。
ま
た
、
第
七
条
は
、
仏
教
の
優
越
的
地
位
、
お
よ
び
仏
教

へ
の
国
家
の
保
護
義
務
を
明
記
し
、
当
該
事
項
に
関
し
て
は
、
最
高
評
議
会

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
n
c
i
l
)

に
諮
る
も
の
と
す
る
。

ス

州
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
を
内
容
と
す
る
こ
れ
ら
の
改
革
案
、
新
憲
法
案
に
対
し
て
、
野
党
を
中
心
と
す
る
政
党
、
政
治
団
体
、
さ
ら

一
九
九
七
年
三
月
二
七
日
、
司
法
・
憲
法
問
題
担
当
大
臣
で
あ
る
ペ
イ
リ
ス

(
4
)
 

(G. L. Peiris)
教
授
は
、
憲
法
草
案
を
発
表
し
た
。
た

だ
し
、
公
表
さ
れ
た
の
は
、
第
一
章
か
ら
第
一
八
章
ま
で
の
条
文
案
で
あ
り
、
第
一
九
章
か
ら
第
二
六
章
と
付
則
は
明
ら
か
に
さ
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
最
も
期
待
さ
れ
、
か
つ
論
議
を
よ
ぶ
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
第
一
五
章
「
州
へ
の
権
限
委
譲
」
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
草
案
は
、
同
年
一

0
月
に
国
会
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
委
員
会
報
告
の
「
中
間
報
告
（
案
）
」
と
し
て
の

性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
基
本
的
に
は
二

0
0
0年
八
月
新
憲
法
案
に
ま
で
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
憲
法
案
の

関
法

1
0
0
 

の
文



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

1
0
 

1
0
月
二
四
日
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
憲
法
改
革
特
別
委
員
会
報
告
書
は
、
前
文
、
全

(5) 

二
0
章
（
二
三
一
ケ
条
）
、
お
よ
び
二
つ
の
付
則
か
ら
な
る
新
憲
法
案
で
あ
る
。
こ
の
一
九
九
七
年
一

0
月
報
告
書
に
修
正
(
-
九
九
八

(
6
)
 

年
三
月
九
日
に
公
表
さ
れ
た
「
経
過
規
定
」
（
第
二
＝
＝
一
条
！
二
四
二
条
の
追
加
な
ど
）
を
加
え
て
二

0
0
0
年
八
月
三
日
再
度
国
会
に

こ
の
九
七
年
報
告
書
の
内
容
は
、
次
の
四
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
①
執
行
権
な
ど
を
大
統
領
が
行
使
す
る
と
い
う
「
大
統

領
制
」
を
廃
止
し
、
大
統
領
は
儀
礼
行
為
な
ど
の
限
定
的
な
権
限
し
か
持
た
な
い
も
の
と
す
る
。
執
行
権
は
、
首
相
が
行
使
す
る
。
②
国

会
は
、
ニ
ニ
五
名
の
議
員
で
構
成
す
る
。
そ
の
う
ち
二
九
名
は
、
全
国
か
ら
比
例
代
表
制
で
選
出
し
、
残
り
は
選
挙
区
選
出
議
員
と
す
る
。

③
一
定
の
権
限
を
中
央
政
府
か
ら
州
政
府
に
委
譲
す
る
（
地
方
分
権
）
°
④
東
部
州
の
ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
県
と
バ
ッ
テ
ィ
カ
ロ
ア
県
の
有

(
7
)
 

権
者
は
、
そ
の
住
民
投
票
に
よ
っ
て
、
北
部
州
と
―
つ
の
州
を
形
成
す
る
か
否
か
を
決
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
パ
ー
ラ
イ
県
の

3
 

一
九
九
七
年
一

0
月
委
員
会
報
告
書
に
対
し
て

U
N
P
な
ど
の
政
党
は
、
そ
の
対
案
を
提
示
し
、
批
判
し
た
。

U
N
P
は、

(8) 

年
の
二
月
と
三
月
に
対
案
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
次
案
で
は
、
来
る
べ
き
ニ
―
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
政
治
文
化
の
創
出
に

U
N
P
が
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
、
次
の
五
点
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
の
政
府
案
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

①
選
挙
委
員
会
の
独
立
性
。
選
挙
委
員
会
は
憲
法
上
の
機
関
と
し
、
委
員
の
任
命
に
野
党
の
同
意
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
そ
の
独
立
性
を

高
め
る
こ
と
。
②
公
務
委
員
会
の
独
立
性
。
権
限
の
強
化
と
と
も
に
、
そ
の
委
員
数
を
減
ら
し
、
任
期
を
六
年
と
す
る
こ
と
な
ど
。
③
警

察
委
員
会
の
独
立
性
。
憲
法
上
の
機
関
と
し
、
国
会
に
責
任
を
負
う
な
ど
、
そ
の
独
立
性
を
高
め
る
こ
と
。
④
司
法
権
の
独
立
。
効
率
的

一
九
九
七
年
一

0
月
委
員
会
報
告
書
に
対
す
る
U
N
P
な
ど
の
批
判
・
対
案

帰
属
に
つ
い
て
も
そ
の
住
民
投
票
で
決
め
る
も
の
と
す
る
。

提
出
さ
れ
た
の
が
、
二

0
0
0
年
八
月
新
憲
法
法
案
で
あ
る
。

全
体
像
は
、
同
年
一

0
月
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

（
二
七
一
）

一
九
九
八



2
．
二

0
0
0年
八
月
新
憲
法
案
の
検
討

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

は
州
評
議
会
の
設
置
と
そ
の
一
定
の
権
限
の
承
認
に
限
定
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。

強
く
批
判
し
た
。

（
二
七
二
）

で
公
正
な
司
法
の
実
現
。
⑤
憲
法
評
議
会
の
創
設
、
で
あ
る
。
国
家
統
治
機
構
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
国
家
統
治
権
に

参
加
す
る
こ
と
を
謳
い
、
①
第
二
院
に
お
け
る
少
数
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
十
分
な
代
表
、
②
内
閣
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
十
分
な
代

(
9
)
 

表
、
③
大
統
領
お
よ
び
二
名
の
副
大
統
領
は
―
―
―
つ
の
主
要
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
す
ぺ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
同
第
二
次
案
は
、
地
方
分

―
つ
の
国
家
と
し
て
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
統
一
と
一
体
性
を
確
保
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
具
体
的
に

一
九
九
八
年
三
月
二
七
日
、
政
府
を
代
表
し
て

U
N
P
の
対
案
を
批

判
し
、

U
N
P
の
対
案
は
、
全
体
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
会
派
が
加
わ
っ
た
国
会
の
特
別
委
員
会
で
の
論
議
の
集
大
成
で
あ
る
政
府
案
の

(10) 

た
ん
な
る
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
政
府
案
の
繰
り
返
し
以
外
の
提
案
は
、
内
容
が
不
明
確
で
、
説
明
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
分
に
説
得
的
な
内
容
を
有
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
政
府
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
に
吝
か
で
は
な
い
と
し
た
。

た
だ
、
地
方
分
権
に
関
す
る
U
N
P
案
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
地
方
分
権
へ
の
努
力
を
無
に
し
て
し
ま
う
も
の
で
し
か
な
い
と

ク
マ
ー
ラ
ト
ウ
ン
ガ
大
統
領
は
、
繰
り
上
げ
大
統
領
選
挙
を
新
憲
法
制
定
推
進
へ
の
信
任
投
票
と
位
置
づ
け
、

一
九
九
九
年
―
二
月
二(11) 

こ
の
間
、
憲
法
改
革
を
め
ぐ
る
論
評
、
そ
の
他
の
政
党
案
な
ど
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
紹
介
・
検
討
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

二
0
0
0年
八
月
一
日
、
政
府
は
新
憲
法
案
を
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
成
立
せ
し
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
憲
法
第
―
二
九
条
に
も
と

一
日
に
実
施
し
、
再
選
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
G
.
L
•

ペ
イ
リ
ス
憲
法
問
題
担
当
大
臣
が
、

権
が
、

関
法

1
0
 



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

九
七
年
一

0
月
委
員
会
報
告
書
で
は
、
「
第
一
章

②
 

の
解
決
を
希
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
人
民
の
意
志
に
よ
っ
て
、
統
治
制
度
を
強
化
し
、
広
範
な
分
権
を
実
現
し
、
民
主
主
義
・
社
会
正
義
・
人
権
を
保
障
し
、

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
発
展
を
促
進
し
、
そ
し
て
平
和
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
調
和
な
ど
を
促
進
し
う
る
「
憲
法
」
た
る
「
最
高
法

(
S
u
p
r
e
m
e
 L
a
w
)
」
に
基
づ
き
安
定
し
た
法
秩
序
を
確
立
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
か
か
る
新
憲
法
は
、
「
わ
れ
ら
ス
リ
ラ
ン
カ

人
民

(
W
e
,
T
h
e
 P
e
o
p
l
e
 of Sri L
a
n
k
a
)
」
」
の
主
権
者
と
し
て
の
立
法
権
の
行
使
に
よ
っ
て
制
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
「
平
和
・
エ

ス
ニ
ッ
ク
の
調
和
な
ど
を
促
進
す
る

(
p
r
o
m
o
t
e
s
peace, ethnic h
a
r
m
o
n
y
 
••• 

」
と
い
う
部
分
に
は
、
長
い
間
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争

人
民
、
国
家
お
よ
び
主
権

①

前

文

(1) 
現
し
な
か
っ
た
）
。

づ
き
最
高
裁
の
判
断
を
仰
い
だ
。
と
い
う
の
は
、
国
会
の
任
期
満
了
（
八
月
二
四
日
）
が
間
近
に
迫
っ
て
お
り
、
与
党
は
憲
法
改
正
に
必

要
な
三
分
の
二
の
議
席
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
改
正
の
た
め
の
国
民
投
票
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
困
難
で

あ
っ
た
。
ク
マ
ー
ラ
ト
ウ
ン
ガ
大
統
領
と
し
て
は
、
現
国
会
で
可
能
な
限
り
審
議
を
尽
く
し
、
総
選
挙
後
の
国
会
を
新
憲
法
の
「
制
憲
議

会
」
と
し
て
、
そ
こ
で
新
憲
法
を
採
択
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
（
結
果
と
し
て
、
大
統
領
の
考
え
た
こ
の
新
憲
法
採
択
プ
ロ
セ
ス
は
実

二
0
0
0
年
八
月
三
日
、
国
会
に
「
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
憲
法
を
廃
止
し
、
新
憲
法
を
制
定
す
る
」
法
案
と
し
て
提
出

(12) 

さ
れ
た
「
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
憲
法
」
（
案
）
は
、
前
文
、
全
―
—
二
章
二
五
六
ケ
条
と
五
つ
の
付
則
か
ら
な
る
新
憲
法
案
で
あ
る
。

二
0
0
0
年
八
月
新
憲
法
案
の
基
本
的
な
内
容

国
家
、
主
権
お
よ
び
人
民
」
と
な
っ
て
い
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
共
和
国
は
、
憲
法
が

1
0
三

（
二
七
三
）



④
 

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

定
め
る
各
々
の
権
限
を
行
使
す
る
中
央
と
州
と
の
組
織
か
ら
な
る
「
単
一
の
、
自
由
で
、
主
権
を
有
す
る
、
独
立
し
た
国
家

(one,

free, 
s
o
v
e
r
e
i
g
n
 a
n
d
 i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 State)
」
と
さ
れ
る
（
第
一
条
い
項
）
。
第
一
条
②
項
は
、
共
和
国
の
独
立
、
統
一
性
、
統
合
な
ど

を
守
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
、

ス
リ
ラ
ン
カ
が
、
多
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
多
言
語
お
よ
び
多
宗
教
社
会
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

(
R
e
g
i
o
n
)

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
第
三
条
）
。
第
一
付
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幾
つ
か
の
県

(District)

る
が
、
そ
の
州
は
A
、
B
、
C
の
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

し
て
、
統
一
連
邦
の
下
に
州
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

(13) 

で
あ
っ
た
。

（
二
七
四
）

ス
リ

ラ
ン
カ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
・
促
進
す
べ
き
こ
と
を
明
記
す
る
。
共
和
国
の
領
土
は
、
第
一
付
則
で
定
め
る
州

か
ら
な
る
一

0
の
州
を
定
め

州
を
こ
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
は
、
最
後
の
統
一
イ
ン
ド
連
邦
案
で
あ
っ
た
閣
僚
使
節
団
案
(
-
九
四
六
年
五
月
）
を
想
い
起
こ
さ
せ

る
。
こ
の
案
は
、
分
離
国
家
パ
キ
ス
タ
ン
を
否
定
し
、
中
間
政
府
の
樹
立
な
ど
を
提
案
し
た
が
、
制
憲
議
会
で
憲
法
を
制
定
す
る
前
提
と

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
連
邦
と
ム
ス
リ
ム
連
邦
が
統
一
イ
ン
ド
連
邦
を
構
成
す
る
と
い
う
内
容

第
二
章
仏
教
は
、
第
七
条
の
一
ケ
条
の
み
か
ら
な
る
章
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
に
「
信
教
の
自
由
」
（
第
一
五
条
）
を
保
障
し
つ
つ
、

仏
教
を
保
護
す
る
こ
と
が
国
の
義
務
で
あ
る
と
し
て
、
仏
教
に
第
一
の
地
位

(
f
o
r
e
m
o
s
t
place)

を
与
え
て
い
る
。
仏
教
保
護
の
た
め

に
採
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
最
高
評
議
会

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
n
c
i
l
)

に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由

第
三
章
「
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
」
は
、
第
八
条
か
ら
第
三
一
条
ま
で
の
二
四
ケ
条
で
構
成
さ
れ
る
。
特
徴
的
な
も
の
を
い
く
つ
か

挙
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
九
条
は
、
す
べ
て
の
市
民
が
自
ら
の
文
化
を
享
受
・
促
進
し
、
言
語
を
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を

③

仏

教
関
法

1
0
四



⑥
 

ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

に
用
い
る
言
語
）
と
し
、

1
0
五

明
記
す
る
。
財
産
権
は
、
環
境
の
維
持
・
保
護
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
利
に
服
す
る
と
さ
れ
る
（
第
ニ
一
条
）
。
第
二
二
条
は
、
特
に
子

ど
も
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
を
明
記
す
る
。
さ
ら
に
、
第
三
0
条
は
、
国
家
行
為

(state
action)

に
よ
る
基
本
権
侵
害
に
対
す
る

救
済
を
定
め
る
。
委
員
会
報
告
書
で
は
、
こ
の
国
家
行
為
に
裁
判
所
の
行
為
も
含
む
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
三
0
条
④
項
は
、
立
法
行

為
・
司
法
行
為
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
な
お
、
社
会
権
に
関
す
る
規
定
は
、
第
二
四
条
お
よ
び
二
五
条
な
ど
条
文
数
と
し
て
は
、
少

な
い
。
ま
た
、
「
国
家
政
策
の
諸
原
則
」
も
第
五
二
条
の
一
ケ
条
の
み
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
公
用
語
（
第
三
二
条
）
と
し
て
も
、
国
語
（
第
三
三
条
）
と
し
て
も
シ
ン
ハ
ラ
語
と
タ
ミ
ル
語
を
併
記
す
る
。
英
語
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
な
お
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
国
語
の
一
っ
と
さ
れ
る
が
（
第
三
三
条
）
、
幾
つ
か
の
条
文
で
は
、
補
助

言
語
的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
所
で
使
用
す
る
言
語
（
第
四
一
条
、
四
二
条
）
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
英
語
で
も
で
き
る
（
第
四
三
条
）
）
。
第
四
章
の
全
体
か
ら
は
、
シ
ン
ハ
ラ
語
と
タ
ミ
ル
語
と
を
出
来
る
だ
け
同

等
に
扱
お
う
と
い
う
姿
勢
で
起
草
さ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
が
、
シ
ン
ハ
ラ
語
を
ま
ず
全
土
に
わ
た
っ
て
用
い
る
公
用
語
（
公
文
書
な
ど

一
定
の
例
外
地
域
で
は
タ
ミ
ル
語
を
用
い
る
も
の
と
す
る
規
定
も
み
ら
れ
る
（
第
三
五
条
②
項
）
。

第
五
章
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
市
民
権
を
定
め
る
。
い
か
な
る
理
由
・
根
拠
で
市
民
権
を
取
得
し
た
に
せ
よ
、

民
権
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
（
第
五
一
条
）
。

統
治
の
機
構

―
つ
の
、
か
つ
平
等
の
市

中
央
の
統
治
機
構
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
大
統
領
を
存
続
さ
せ
た
（
第
五
五
条
以
下
）
。
し
か
し
、
大
統
領
の
権
限
は
形
式
的
・
儀

礼
的
な
も
の
が
多
く
、
執
行
権
は
内
閣
が
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
大
統
領
制
」
を
存
続
さ
せ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

⑤
 
言
語
お
よ
び
市
民
権

（
二
七
五
）



で
あ
る

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

を
設
置
す
る

員
を
任
命
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る

八
条
）
。
憲
法
改
正
権
（
廃
止
権
を
含
む
）
は
、
国
会
が
有
す
る

（
第
一
六
八
条
）
。
最
高
裁
判
所
に
憲
法
裁
判

裁
判
所
や
審
判
所
の
合
憲
性
審
査
に
服
さ
な
い
が

（
第
九

（
第
九
一
条
）
。
成
立
し
た
法
律
は
、

（
第
七
七
条
）
。
国
会
は
、
国
家
留
保
管

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

議
院
内
閣
制
を
採
り
つ
つ
、
大
統
領
を
置
い
て
い
る
イ
ン
ド
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
統
領
は
国
会
で
総

議
員
の
過
半
数
の
得
票
を
得
た
も
の
が
選
ば
れ
る
。
八
月
新
憲
法
案
で
は
、
第
五
七
条
に
副
大
統
領
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。
同
条
に
よ

れ
ば
、
二
名
の
副
大
統
領
は
大
統
領
が
所
属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
異
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
中
か
ら
大
統
領
が
任
命
す
る
。
大
臣
は
、
首
相
が
指
名
し
、
大
統
領
が
首
相
の
助
言
に
基
づ
い
て
任
命
す
る

国
会
は
一
院
制
を
と
り
、
ニ
ニ
五
名
の
議
員
で
構
成
す
る
も
の
と
し
た
。
任
期
は
六
年
で
あ
る

轄
事
項
表
（
第
二
付
則
リ
ス
ト

I
)
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
排
他
的
立
法
権
を
有
す
る

（
第
九
七
条
）
、
最
高
裁
判
所
の
違
憲
審
査
権
（
第
一
六
八
条
）
に
は
服
す
る

も
、
大
統
領
ま
た
は
最
高
裁
判
所
は
人
民
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
第
九
九
条
以
下
）
。
た
だ
し
、
憲
法
改
正
法
案
を
含
む
い
か
な
る
法
案

(14) 

（第一

0
三
条
以
下
）
。
第
四
に
、
選
挙
委
員

会
を
設
置
し
た
。
こ
の
選
挙
委
員
会
は
、
選
挙
の
公
正
さ
を
担
保
す
る
た
め
の
独
立
委
員
会
で
あ
り
、
大
統
領
が
憲
法
評
議
会
の
勧
告
に

基
づ
い
て
任
命
す
る
五
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。
第
五
に
、
憲
法
評
議
会
の
設
置
で
あ
る
。
こ
の
憲
法
評
議
会
は
、
国
の
重
要
な
委
員

会
委
員
、
独
立
行
政
委
員
会
委
員
な
ど
の
任
命
に
あ
た
っ
て
勧
告
を
お
こ
な
う
権
限
を
有
し
、
そ
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
が
各
委

（
第
―
二
二
条
以
下
）
。
二
名
の
副
大
統
領
、
首
相
、
国
会
野
党
の
党
首
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
。
第
六
に
、
独
立
し
た
司
法
府
で
あ
る
。
司
法
府
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
に
司
法
委
員
会

(Judicial
S
e
r
v
i
c
e
 

（
第
一
五
六
条
）
。
最
高
裁
判
所
は
、
法
案
ま
た
は
法
案
の
特
定
条
項
の
違
憲
性
を
審
査
す
る
唯
一
の
機
関

（
一
六
四
条
以
下
）
。
ま
た
、
法
律
の
違
憲
性
を
審
査
す
る
唯
一
の
機
関
で
も
あ
る

（
第
六
六
条
）
。
第
一
ー
一
に
、

い
。
大
統
領
の
任
期
は
、
五
年
と
さ
れ
る
（
第
六
二
条
）
。
第
二
に
、
執
行
権
は
内
閣
が
行
使
す
る
（
第
六
五
条
）
。
首
相
は
、
国
会
議
員

関
法

1
0
六

二
七
六
）



⑧

そ

の

他

条）。
⑦
地
方
分
権

1
0
七

所
と
し
て
の
地
位
と
権
限
を
与
え
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
と
の
訴
え
に
対
し

て
は
、
控
訴
裁
判
所

(
T
h
e
C
o
u
r
t
 of A
p
p
e
a
l
)

が
審
理
・
決
定
す
る
（
第
一
八
二
条
）
。
こ
の
控
訴
裁
判
所
は
、
令
状
発
出
権
も
有
す

る
（
第
一
八
三
条
）
。

ま
ず
第
一
に
、
州
評
議
会

(Regional
Council)

の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
州
評
議
会
の
議
員
は
、
国
会
が
定
め
る
法
律
に
も
と
づ

い
て
選
出
さ
れ
る
（
第
一
三
二
条
）
。
そ
の
任
期
は
五
年
で
あ
る
（
第
二
二
三
条
）
。
第
二
に
、
各
州
に
知
事

(
G
o
v
e
r
n
o
r
)

が
置
か
れ

る
。
こ
の
知
事
は
、
首
相
の
助
言
を
受
け
、
州
首
相
の
同
意
を
得
て
大
統
領
が
任
命
す
る
（
第
―
二
九
条
）
。
州
の
執
行
権
は
知
事
が
行

使
す
る
が
、
州
評
議
会
の
立
法
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
州
首
相
お
よ
び
州
大
臣
委
員
会
の
助
言
に
も
と
づ
い
て
行
為
す
る
（
第

ニ―

1
0
条
）
。
州
評
議
会
に
提
案
さ
れ
る
法
案
は
、
そ
の
提
案
の
一
四
日
前
ま
で
に
は
予
め
知
事
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
法
案
は
、
提
出
の
七
日
前
ま
で
に
官
報
で
公
表
さ
れ
る
（
第
一
三
八
条
）
。
第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
に
は
、
州
高
等
法
院
が
置
か

れ
る
（
第
一
五

0
条
）
。
州
高
等
法
院
は
、
当
該
州
内
で
の
第
一
次
刑
事
裁
判
権
を
有
す
る
（
新
憲
法
施
行
ま
で
は
ス
リ
ラ
ン
カ
高
等
裁

判
所
が
有
し
て
い
た
）
（
第
一
八
九
条
）
。
第
四
に
、
八
月
新
憲
法
案
は
、
新
し
く
「
地
方
政
府
」
の
章
を
設
け
た
（
第
二
五
章
第
二
二
六

新
憲
法
案
は
、
国
内
の
平
和
を
回
復
し
、
法
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
大
き
な
配
慮
を
払
っ
て
い
る
。
上
述
の
各
規
定
の
ほ
か
に
は
、

防
衛
•
国
家
の
安
全
、
法
と
秩
序
の
維
持
な
ど
に
つ
い
て
、
中
央
政
府
が
責
任
を
も
つ
べ
き
事
項
と
し
た
こ
と
（
第
ニ
―
五
条
以
下
）
、

州
内
の
緊
急
事
態
に
は
、
大
統
領
が
首
相
の
助
言
に
基
づ
い
て
対
処
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
緊
急
事
態
の
認
定
に
は
、
共
和
国
の
統
一
と

ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

（
二
七
七
）



序
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
は
政
治
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
紛
争
」
で
あ
る
。
民
族
や
宗
教
の
違

い
に
名
を
か
り
た
権
力
抗
争
で
あ
る
と
評
価
す
る
人
も
い
る
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
国
の
統
治
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
議

で
も
、
政
権
与
党
が
大
統
領
制
を
提
案
す
れ
ば
、
野
党
は
議
院
内
閣
制
を
主
張
し
、
政
権
交
代
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
与
党
と
な
っ
た
以

前
の
野
党
が
大
統
領
制
を
提
案
し
、
野
党
と
な
っ
た
以
前
の
与
党
が
議
院
内
閣
制
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
は
、

与
党
が
タ
ミ
ル
勢
力
へ
の
譲
歩
、
地
方
分
権
を
提
案
す
れ
ば
、
野
党
は
多
数
派
シ
ン
ハ
ラ
の
支
持
を
得
て
政
権
に
返
り
咲
く
た
め
に
、
地

方
分
権
に
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
が
恒
常
化
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
政
府
と
タ
ミ
ル
勢
力
と
の
何
度
か
の
協
定
は
、
政
府
側
の
一
方
的

都
合
で
破
棄
さ
れ
た
り
、
有
名
無
実
化
さ
れ
た
り
も
し
て
き
た
。
政
治
的
解
決
を
生
ま
な
い
、
こ
の
構
造
に
こ
そ
問
題
の
根
本
が
あ
る
と

(15) 

の
指
摘
は
か
な
り
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
合
意
に
よ
る
統
治
」
と
い
う
民
主
政
の
一
応
の
「
建
前
」
が
多
数
者
に

よ
る
少
数
者
支
配
の
制
度
化
で
あ
る
こ
と
を
包
み
隠
さ
ず
示
し
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
対
立
を
対
立
と
し
て
認
め
つ
つ
多
極
共
存
型

の
民
主
政
を
模
索
す
る
な
ど
、
信
頼
性
の
欠
如
を
回
復
す
る
手
法
と
真
摯
な
取
り
組
み
が
切
実
に
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

憲
法
論
と
し
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
民
国
家
像
を
ス
リ
ラ
ン
カ
の
多
元
的
文
化
を
ふ
ま
え
、
国
民
的
合
意
を
形
成
し
つ
つ
、
ど
の
よ

3
．
今
後
の
課
題

ど
に
つ
き
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
七
章
「
経
過
規
定
」
は
、
新
憲
法
に
基
づ
き
大
統
領
、
国
会
議
員
、
大
臣
な
ど
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
大
統
領
、
国
会
な

が
あ
る
。

主
権
に
対
す
る
「
明
白
で
現
在
の
危
険

(clear
a
n
d
 p
r
e
s
e
n
t
 d
a
n
g
e
r
)
」
の
発
生
を
要
件
と
す
る
こ
と

関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

（
二
七
八
）

（
第
二
二

0
条
）
な
ど
の
規
定

1
0
八



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

組
み
（
憲
法
）
構
想
が
必
要
と
な
ろ
う
。

う
に
憲
法
上
明
記
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
と
り
わ
け
連
邦
制
の
採
用
、
言
語
、
宗
教
を

憲
法
上
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
ハ
ラ
・
オ
ン
リ
ー
政
策
は
、
特
定
の
言
語
（
シ
ン
ハ
ラ
語
）
を
優
越

的
地
位
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
一
定
割
合
を
事
実
上
「
二
級
国
民
化
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
少
数
派
国
民
（
タ
ミ

ル
人
）

1
0
九

か
ら
厳
し
い
異
義
申
し
立
て
を
受
け
続
け
て
お
り
、
今
回
の
新
憲
法
案
で
も
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
権
力
抗
争
の

「
手
段
」
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
間
に
大
き
な
亀
裂
を
生
み
、
社
会
生
活
上
大
き
な
不
利
益
を
被
る
多
数
の
国
民
を
つ

(16) 

く
り
だ
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
国
家
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
タ
ミ
ル
人
は
、
分
離
・
独
立
を
主
張
し
、
そ
の
主
張
が
国
家
と
国
民
統
合
の

あ
り
方
を
左
右
し
う
る
力
を
も
つ
ほ
ど
の
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
が
多
元
的
国
家
と
し
て
将
来
的
に
存
続
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
タ
ミ
ル
人
な
ど
を
国
家
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
、
よ
り
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
、
言
語
政
策
、
多
元
的
な
基
本
枠

(
1
)
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n
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m
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i
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n
 A
c
t
 to A
m
e
n
d
 the C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 of T
h
e
 

D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 
Socialist 
R
e
p
u
b
l
i
c
 
of 
Sri 
L
a
n
k
a
;
 T
h
i
r
t
e
e
n
t
h
 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
 to 
t
h
e
 
Constitution 
[Certified 
o
n
 14th 
N
o
v
e
m
b
e
r
,
 

1987] 
|
 A
n
 A
c
t
 to A
m
e
n
d
 t
h
e
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 of T
h
e
 D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 Socialist R
e
p
u
b
l
i
c
 of Sri L
a
n
k
a
;
 
S
i
x
t
e
e
n
t
h
 A
m
e
n
d
m
e
n
t
 to 

t
h
e
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
[Certified o
n
 1
7
t
h
 D
e
c
e
m
b
e
r
,
 1988] 
-

A
n
 A
c
t
 to A
m
e
n
d
 t
h
e
 Constitution of T
h
e
 D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 Socialist R
e
 ,
 

public o
f
 Sri L
a
n
k
a
.
 

(
2
)
 
P
r
o
p
o
s
a
l
s
 for D
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 o
f
 Sri L
a
n
k
a
,
 A
u
g
u
s
t
 3, 
1995. 
こ
の
件
払
帷
古
苓
平
宝
岱
乞
塩
{l
ホ
す
る
一
方
、
政
府
は
同
年
―
二
月
、

L

T

T

E

の
本
拠
地
ジ
ャ
フ
ナ
を
陥
落
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
に
大
統
領
が
示
し
た
和
解
案
は
、
一
九
八
七
年
「
ス
リ
ラ
ン
カ
・
イ
ン
ド
協
定
」
で
設
置
さ
れ

た
州
評
議
会
へ
の
権
限
委
譲
を
進
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。

(
3
)
 
P
r
o
p
o
s
a
l
s
 for D
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 of Sri L
a
n
k
a
,
 J
a
n
u
a
r
y
 16, 
1996. 

（
二
七
九
）



関
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第
五
一
巻
ニ
・
三
号

(
4
)
 
Draft Constitution of the R
e
p
u
b
l
i
c
 of Sri L
a
n
k
a
,
 M
a
r
c
h
 2
7
,
 
1
9
9
7
.
 

(
5
)
 
Select C
o
m
m
i
t
t
e
e
'
s
 R
e
p
o
r
t
 o
n
 Constitutional R
e
f
o
r
m
s
 P
r
e
s
e
n
t
e
d
 to P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
 o
n
 24
.
 1
0
.
 
1
9
9
7
.
 

こ
の
「
憲
辻
i

古
苓
早
に
つ
い
て

の
特
別
委
員
会
報
告
書
(
-
九
九
七
年
一

0
月
二
七
日
国
会
提
出
）
」
の
基
本
的
内
容
は
、
次
に
紹
介
・
検
討
す
る
二

0
0
0
年
八
月
新
憲
法
案

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
八
月
新
憲
法
案
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
条
文
（
番
号
、
お
よ
び
タ
イ
ト
ル
の
み
の
変
更
を

含
む
）
の
み
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

第
一
章
国
家
、
主
権
お
よ
び
人
民

第
二
条
（
共
和
国
の
領
土
お
よ
び
諸
権
利
）

第
三
条
（
主
権
お
よ
び
そ
の
行
使
）

第

四

章

言

語

第
四
八
条
（
教
育
一
＿
日
語
以
外
の
国
語
の
使
用
）

第
四
九
条
（
言
語
使
用
の
た
め
の
便
宜
）

第
五
0
条
（
こ
の
章
の
優
越
）

第
五
一
条
（
解
釈
）

第
五
章
市
民
権

第
五
二
条
（
ス
リ
ラ
ン
カ
の
市
民
権
）

第
一

0
章
中
央
立
法
府
国
会
そ
の
議
事
手
続
お
よ
び
権
限

第
九
八
条
（
司
法
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
国
会
の
議
決
）

第
一
三
章
選
挙
権
お
よ
び
選
挙

第―

1
0
条
（
選
挙
委
員
）

第
一
―
一
条
（
選
挙
委
員
会
）

第
一
―
二
条
（
選
挙
委
員
会
の
権
限
、
職
責
、
お
よ
び
職
務
）

第
一
五
章
州
へ
の
権
限
委
譲

第
一
三
八
条
（
州
法
案
の
合
憲
性
の
審
査
）

―1
0
 
（―-八
0
)



ア
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第
一
六
章
国
土
、
水
お
よ
び
天
然
資
源

第
一
四
二
条
（
海
洋
中
の
土
地
、
天
然
資
源
な
ど
）

第
一
四
三
条
（
鉱
床
お
よ
び
天
然
資
源
に
対
す
る
中
央
政
府
の
責
任
）

第
一
四
四
条
（
国
土
）

第
一
四
五
条
（
州
際
灌
漑
）

第
一
八
章
司
法
権
司
法
権
の
独
立

第
一
五
六
条
（
国
家
司
法
委
員
会
）

第
一
五
七
条
（
国
家
司
法
委
員
会
補
佐
官
）

第
一
五
八
条
（
司
法
官
の
転
任
お
よ
び
指
定
国
家
公
務
員
の
任
命
、
分
限
な
ど
）

第
一
五
九
条
（
国
家
司
法
委
員
会
ま
た
は
州
司
法
委
員
会
へ
の
干
渉
の
罪
）

第
一
六
0
条
（
司
法
干
渉
の
罪
）

第
一
六
一
条
（
国
家
司
法
委
員
会
ま
た
は
州
司
法
委
員
会
委
員
の
免
責
）

第
一
六
二
条
（
検
査
官
）

第
一
六
三
条
（
州
司
法
委
員
会
）

第
一
九
章
司
法
権
最
高
裁
判
所
控
訴
裁
判
所
お
よ
び
州
高
等
法
院

第
一
八
二
条
（
人
身
保
護
令
状
以
外
の
令
状
発
出
権
）

第
二

0
章

公

務

第
一
九
三
条
（
大
臣
会
議
の
政
策
決
定
）

第
二

0
二
条
（
州
公
務
員
の
任
命
）

第
二

0
三
条
（
州
公
務
）

第
二

0
四
条
（
州
公
務
委
員
会
委
員
長
会
議
）

第

二

五

章

通

則

第
二
二
六
条
（
国
際
条
約
お
よ
び
協
定
）

（
二
八
一
）
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（
二
八
二
）

第
二
二
七
条
（
委
任
）

第
ニ
二
八
条
（
現
行
法
）

第
二
二
九
条
（
共
和
国
の
権
限
、
特
権
、
免
責
お
よ
び
権
利
）

第
ニ
―
―

1
0
条
（
共
和
国
の
権
利
、
職
責
お
よ
び
責
務
）

第
二
三
一
条
（
憲
法
施
行
前
の
法
律
、
処
分
、
犯
罪
お
よ
び
係
争
行
為
な
ど
）

第
一
付
則

第
二
付
則

(
6
)
 
Transitional P
r
o
v
i
s
i
o
n
s
 to t
h
e
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
'
s
 P
r
o
p
o
s
a
l
s
 for Constitutional R
e
f
o
r
m
,
 f
r
o
m
 D
a
i
l
y
 N
e
w
s
 of M
a
r
c
h
 0
9
,
 
1
9
9
8
.
 

(
7
)

と
り
わ
け
東
部
州
は
、
独
立
後
、
政
府
の
移
住
（
入
植
）
政
策
に
よ
っ
て
シ
ン
ハ
ラ
人
の
人
口
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
以
前
に
は
タ
ミ
ル

人
が
タ
ミ
ル
人
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
意
識
し
、
彼
ら
が
住
民
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
地
域
の
人
口
構
成
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
北
部
州
と
併
せ
て
―
つ
の
州
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
分
権
案
の
核
心
の
―
つ
で
あ
る
。

(
8
)
 
U
N
P
 Co
u
n
t
e
r
 P
r
o
p
o
s
a
l
s
 o
n
 Constitutional R
e
f
o
r
m
s
 |
 First Instalment, J
a
n
u
a
r
y
 2
9
,
 
1
9
9
8
.
 

(
9
)
 
U
N
P
 Co
u
n
t
e
r
 P
r
o
p
o
s
a
l
s
 o
n
 Constitutional R
e
f
o
r
m
s
-
S
e
c
o
n
d
 Instalment, M
a
r
c
h
 0
5
,
 1
9
9
8
.
 

(10) 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 R
e
s
p
o
n
s
e
 to U
N
P
 Pr
o
p
o
s
a
l
s
 b
y
 P
r
o
f
e
s
s
o
r
 G
.
 L. Peiris 
[
Q
u
o
t
e
d
 f
r
o
m
 Island M
a
r
c
h
 2
7
,
 
1
9
9
8
]
.
 

(11) 
P
r
o
p
o
s
a
l
s
 o
f
 L
i
b
e
r
t
y
 P
a
r
t
y
 for 
a
 n
e
w
 C
o
n
s
t
i
t
u
i
o
n
 
(
F
e
b
r
u
a
r
y
 2
0
0
0
)
;
 
S
L
M
C
 P
r
o
p
o
s
a
l
s
 for 
N
o
r
t
h
 E
a
s
t
 I
n
t
e
r
i
m
 
Council, 

J
u
l
y
 2
0
0
0
・

な
ど
。

(12) 
T
h
e
 Constitution o
f
 Sri 
L
a
n
k
a
 |
 A
 Bill 
to 
repeal a
n
d
 replace T
h
e
 Constitution of T
h
e
 D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 Socialist 
R
e
p
u
b
l
i
c
 of 

Sri L
a
n
k
a
 [Bill 
N
o
.
 3
7
2
]
 
A
u
g
u
s
t
 3,
 
2
 0
0
0
．
こ
の
「
ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
憲
法
廃
止
お
よ
び
新
憲
法
制
定
法
案
（
二

0
0
0

年
八
月
三
日
）
」
の
章
構
成
、
条
文
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
浅
野
宜
之
「
ス
リ
ラ
ン
カ
憲
法
」
萩
野
芳
夫
ほ
か
編
『
ア

ジ
ア
太
平
洋
憲
法
集
』
（
二

0
0
一
年
刊
行
予
定
、
明
石
書
店
）
参
照
。

前

文

第
一
章
人
民
、
国
家
お
よ
び
主
権

第
一
条
（
国
家
）
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憲
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第
二
条
（
人
民
の
主
権
）

第
三
条
（
共
和
国
の
領
土
お
よ
び
権
利
）

第
四
条
（
国
旗
）

第
五
条
（
国
歌
）

第
六
条
（
国
家
記
念
日
）

第

二

章

仏

教

第
七
条
（
仏
教
）

第
三
章
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由

第
八
条
（
生
命
に
固
有
の
権
利
）

第
九
条
（
拷
問
ま
た
は
残
酷
、
非
人
間
的
も
し
く
は
人
格
を
そ
こ
な
う
取
り
扱
い
か
ら
の
自
由
）

第
一

0
条
（
恣
意
的
な
抑
留
、
拘
禁
お
よ
び
処
罰
か
ら
の
自
由
な
ら
び
に
遡
及
処
罰
法
禁
止
な
ど
）

第
一
一
条
（
平
等
権
）

第
―
二
条
（
居
住
・
移
転
の
自
由
）

第
一
三
条
（
ス
リ
ラ
ン
カ
ヘ
の
帰
国
の
自
由
）

第
一
四
条
（
私
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
の
権
利
）

第
一
五
条
（
思
想
、
良
心
お
よ
び
信
教
の
自
由
）

第
一
六
条
（
出
版
お
よ
び
報
道
の
自
由
を
含
む
言
論
お
よ
び
表
現
の
自
由
）

第
一
七
条
（
平
穏
に
集
会
す
る
自
由
）

第
一
八
条
（
結
社
の
自
由
）

第
一
九
条
（
文
化
を
享
受
お
よ
び
促
進
し
、
言
語
を
使
用
す
る
権
利
）

第
二

0
条
（
合
法
的
な
交
易
、
職
業
、
専
門
的
職
業
、
取
引
ま
た
は
事
業
に
従
事
す
る
自
由
）

第
ニ
―
条
（
財
産
権
）

第
二
二
条
（
子
ど
も
の
特
別
な
権
利
）

~ 
（
二
八
三
）
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第
二
三
条
（
強
制
労
働
か
ら
の
自
由
）

第
二
四
条
（
安
全
な
労
働
条
件
へ
の
権
利
）

第
二
五
条
（
社
会
権
）

第
二
六
条
（
法
律
の
定
め
る
範
囲
内
で
軍
隊
に
適
用
さ
れ
る
一
定
の
基
本
権
）

第
二
七
条
（
緊
急
事
態
に
お
け
る
基
本
権
の
制
限
）

第
二
八
条
（
既
存
の
成
文
法
お
よ
び
不
文
法
）

第
二
九
条
（
法
律
の
解
釈
）

第
三

0
条
（
国
家
行
為
に
よ
る
基
本
権
侵
害
に
対
す
る
救
済
）

第
三
一
条
（
恒
常
的
か
つ
正
当
に
居
住
す
る
非
市
民
の
諸
権
利
）

第

四

章

言

語

第
三
二
条
（
公
用
語
）

第
三
三
条
（
国
語
）

第
三
四
条
（
国
会
な
ど
に
お
け
る
言
語
の
使
用
）

第
三
五
条
（
行
政
に
お
け
る
言
語
）

第
三
六
条
（
タ
ミ
ル
語
使
用
地
域
に
お
け
る
権
利
）

第
一
二
七
条
（
州
行
政
権
）

第
三
八
条
（
公
務
員
試
験
の
言
語
）

第
三
九
条
（
立
法
に
お
け
る
言
語
）

第
四
0
条
（
シ
ン
ハ
ラ
語
お
よ
び
タ
ミ
ル
語
で
施
行
す
る
成
文
法
の
公
布
）

第
四
一
条
（
裁
判
所
に
お
け
る
言
語
）

第
四
二
条
（
裁
判
所
の
記
録
お
よ
び
審
理
手
続
き
に
お
け
る
言
語
）

第
四
三
条
（
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
手
続
き
の
開
始
）

第
四
四
条
（
審
理
手
続
き
に
お
け
る
解
説
お
よ
び
翻
訳
の
提
供
）

―
―
四

（
二
八
四
）
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第
四
五
条
（
英
語
使
用
の
許
可
）

第
四
六
条
（
教
育
言
語
）

第
四
七
条
（
大
学
教
育
の
言
語
）

第
四
八
条
（
言
語
使
用
の
た
め
の
便
宜
）

第
四
九
条
（
こ
の
章
の
規
定
の
優
越
）

第
五

0
条
（
解
釈
）

第
五
章
市
民
権

第
五
一
条
（
ス
リ
ラ
ン
カ
の
市
民
権
）

第
六
章
国
家
政
策
の
諸
原
則
お
よ
び
基
本
義
務

第
五
二
条
（
国
家
政
策
の
諸
原
則
）

第
五
三
条
（
基
本
義
務
）

第
五
四
条
（
司
法
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
国
家
政
策
の
諸
原
則
お
よ
び
基
本
義
務
）

第
七
章
中
央
執
行
府
共
和
国
大
統
領

第
五
五
条
（
共
和
国
大
統
領
）

第
五
六
条
（
大
統
領
選
挙
）

第
五
七
条
（
共
和
国
副
大
統
領
）

第
五
八
条
（
大
統
領
権
限
）

第
五
九
条
（
恩
赦
の
付
与
）

第
六
0
条
（
大
統
領
の
訴
追
免
除
）

第
六
一
条
（
大
統
領
の
報
酬
、
手
当
お
よ
び
年
金
）

第
六
二
条
（
大
統
領
の
任
期
お
よ
び
空
席
）

第
六
三
条
（
助
言
に
基
づ
く
大
統
領
の
行
為
）

第
六
四
条
（
大
統
領
職
の
一
時
的
空
席
）

―
―
五

（
二
八
五
）
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第
八
章
中
央
執
行
府
大
統
領
お
よ
び
大
臣
会
議

第
六
五
条
（
大
臣
会
議
）

第
六
六
条
（
首
相
の
死
亡
ま
た
は
辞
職
に
と
も
な
う
首
相
の
任
命
）

第
六
七
条
（
大
臣
お
よ
び
そ
の
ス
タ
ッ
フ
な
ら
び
に
そ
の
職
務
）

第
六
八
条
（
副
大
臣
）

第
六
九
条
（
大
臣
お
よ
び
副
大
臣
の
任
期
）

第
七

0
条
（
国
会
解
散
後
の
大
臣
会
議
）

第
七
一
条
（
大
臣
会
議
の
解
散
）

第
七
二
条
（
首
相
の
辞
職
）

第
七
三
条
（
大
臣
代
理
お
よ
び
副
大
臣
代
理
）

第
七
四
条
（
大
臣
会
議
補
佐
官
）

第
七
五
条
（
大
臣
補
佐
官
）

第
七
六
条
（
就
任
宣
誓
）

第
九
章
中
央
立
法
府
国
会

第
七
七
条
（
国
会
）

第
七
八
条
（
就
任
宣
誓
）

第
七
九
条
（
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
委
員
会
副
委
員
長
）

第
八
0
条
（
議
長
臨
時
代
理
と
し
て
の
副
議
長
）

第
八
一
条
（
国
会
事
務
総
長
）

第
八
二
条
（
欠
員
）

第
八
三
条
（
国
会
お
よ
び
そ
の
議
員
の
特
権
お
よ
び
権
限
）

第
八
四
条
（
議
員
報
酬
お
よ
び
手
当
）

第
八
五
条
（
欠
員
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
動
す
る
権
限
）

―
―
六

（
二
八
六
）
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の
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そ
の
議
事
手
続
き
お
よ
び
権
限

第
一

0
章
中
央
立
法
府
国
会

第
八
六
条
（
国
会
の
会
期
）

第
八
七
条
（
休
会
）

第
八
八
条
（
投
票
）

第
八
九
条
（
定
足
数
）

第
九
0
条
（
議
事
規
則
）

第
九
一
条
（
立
法
権
）

第
九
二
条
（
立
法
権
の
委
任
）

第
九
三
条
（
公
表
法
案
に
関
す
る
法
務
長
官
の
職
責
）

第
九
四
条
（
法
案
の
公
表
お
よ
び
成
立
）

第
九
五
条
（
議
長
の
認
証
）

第
九
六
条
（
法
律
の
成
立
）

第
九
七
条
（
審
査
の
対
象
と
な
ら
な
い
法
律
の
効
力
）

第
九
八
条
（
一
定
の
法
律
を
審
査
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
の
留
保
）

第
一
―
章
中
央
立
法
府
憲
法
改
正

第
九
九
条
（
憲
法
改
正
ま
た
は
廃
止
）

第
一

0
0
条
（
憲
法
改
正
ま
た
は
廃
止
の
明
記
）

第
一
〇
一
条
（
一
定
の
法
案
に
関
す
る
特
別
手
続
き
）

第
一
〇
二
条
（
憲
法
に
抵
触
す
る
法
案
）

第
―
二
章
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

第
一

0
三
条
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
る
人
民
へ
の
法
案
の
提
示
）

第
一

0
四
条
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
よ
る
人
民
へ
の
国
家
的
重
要
事
項
の
提
示
）

第
一

0
五
条
（
国
会
に
よ
る
手
続
き
の
制
定
）

―
―
七

（
二
八
七
）



関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

第
一
三
章
選
挙
権
お
よ
び
選
挙

第
一
〇
六
条
（
選
挙
権
）

第
一
〇
七
条
（
選
挙
人
欠
格
事
由
）

第
一
〇
八
条
（
国
会
議
員
の
被
選
挙
権
）

第一

0
九
条
（
自
由
、
公
正
お
よ
び
秘
密
選
挙
）

第―

1
0
条
（
選
挙
委
員
会
）

第
一
―
一
条
（
選
挙
委
員
会
の
権
限
、
お
よ
び
職
務
）

第
一
―
二
条
（
選
挙
委
員
長
）

第
一
―
―
―
一
条
（
選
挙
区
割
委
員
会
の
設
置
）

第
一
―
四
条
（
選
挙
区
）

第
一
―
五
条
（
選
挙
区
の
名
称
等
の
布
告
）

第
一
―
六
条
（
数
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
数
お
よ
び
当
該
選
挙
区
間
で
の
配
分
）

第
一
―
七
条
（
比
例
代
表
制
）

第
一
―
八
条
（
総
選
挙
で
の
投
票
総
数
に
も
と
づ
く
国
会
議
員
選
挙
）

第
一
―
九
条
（
欠
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
会
ま
た
は
州
議
会
に
出
席
し
投
票
す
る
こ
と
へ
の
処
罰
）

第
ニ
―

0
条
（
選
挙
に
関
す
る
法
律
）

第
―
ニ
一
条
（
選
挙
期
間
中
職
務
を
行
使
し
え
な
い
公
務
員
お
よ
び
公
共
団
体
職
員
）

第
一
四
章
憲
法
評
議
会

第
―
二
二
条
（
憲
法
評
議
会
）

第
―
二
三
条
（
憲
法
評
議
会
の
勧
告
に
も
と
づ
く
一
定
の
委
員
会
お
よ
び
公
共
団
体
委
員
の
任
命
）

第
―
二
四
条
（
憲
法
評
議
会
の
承
認
に
も
と
づ
く
一
定
の
官
職
の
任
命
）

第
―
二
五
条
（
憲
法
評
議
会
補
佐
官
お
よ
び
同
評
議
会
の
会
議
手
続
き
）

第
―
二
六
条
（
憲
法
評
議
会
の
そ
の
他
の
職
責
お
よ
び
職
務
）

―
―
八

（
二
八
八
）



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

第
一
五
章
州
へ
の
権
限
委
譲

第
―
二
七
条
（
州
議
会
の
設
置
）

第
ニ
―
八
条
（
議
員
の
選
挙
）

第
―
二
九
条
（
州
知
事
）

第
一
三
0
条
（
州
の
執
行
権
）

第
一
三
一
条
（
州
リ
ス
ト
列
挙
事
項
に
つ
い
て
の
成
文
法
の
解
釈
）

第
一
三
二
条
（
州
議
会
の
議
員
資
格
）

第
一
三
三
条
（
任
期
）

第
一
三
四
条
（
大
臣
委
員
会
）

第
一
三
五
条
（
執
行
委
員
会
）

第
一
三
六
条
（
州
法
務
長
官
）

第
一
三
七
条
（
立
法
権
、
委
任
お
よ
び
手
続
き
）

第
一
三
八
条
（
州
法
案
の
合
憲
性
の
審
査
）

第
一
三
九
条
（
法
律
に
抵
触
す
る
州
法
お
よ
び
州
議
会
法
）

第
一
四
0
条
（
州
法
の
成
立
）

第
一
四
一
条
（
州
首
相
会
議
）

第
一
六
章
国
土
、
水
お
よ
び
天
然
資
源

第
一
四
―
一
条
（
海
岸
線
、
海
洋
中
の
土
地
、
鉱
床
お
よ
び
天
然
資
源
な
ど
）

第
一
四
三
条
（
国
土
）

第
一
四
四
条
（
州
際
灌
漑
）

第
一
四
五
条
（
国
土
利
用
協
議
会
）

第
一
七
章
司
法
権

裁
判
制
度

―
―
九

（
二
八
九
）



関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

第
一
四
六
条
（
裁
判
所
な
ど
の
設
置
）

最
高
裁
判
所
、
控
訴
裁
判
所
、
お
よ
び
州
高
等
法
院

第
一
四
七
条
（
最
高
裁
判
所
の
構
成
）

第
一
四
八
条
（
裁
判
所
規
則
）

第
一
四
九
条
（
控
訴
裁
判
所
の
構
成
）

第
一
五
0
条
（
州
高
等
法
院
）

第
一
八
章
司
法
権
司
法
権
の
独
立

第
一
五
一
条
（
最
裔
裁
判
所
お
よ
び
控
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命
な
ど
）

第
一
五
二
条
（
最
高
裁
判
所
お
よ
び
控
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
の
報
酬
）

第
一
五
三
条
（
臨
時
代
理
裁
判
官
の
任
命
）

第
一
五
四
条
（
裁
判
官
の
そ
の
他
の
職
責
お
よ
び
職
務
の
遂
行
ま
た
は
履
行
）

第
一
五
五
条
（
州
高
等
法
院
裁
判
官
）

第
一
五
六
条
（
司
法
委
員
会
）

第
一
五
七
条
（
司
法
委
員
会
補
佐
官
）

第
一
五
八
条
（
司
法
官
の
転
任
お
よ
び
指
定
国
家
公
務
員
の
任
命
な
ど
）

第
一
五
九
条
（
解
釈
）

第
一
六
0
条
（
司
法
委
員
会
な
ど
へ
の
千
渉
の
罪
）

第
一
六
一
条
（
司
法
干
渉
の
罪
）

第
一
六
二
条
（
国
家
ま
た
は
州
司
法
委
員
会
委
員
の
免
責
）

第
一
六
三
条
（
検
査
官
）

第
一
九
章
司
法
権
最
高
裁
判
所
、
控
訴
裁
判
所
お
よ
び
州
高
等
法
院
の
権
限

最
高
裁
判
所

第
一
六
四
条
（
法
案
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
）

ーニ
0

（
二
九
0
)



ア
ジ
ア
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第
一
六
五
条
（
法
案
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
の
通
常
の
行
使
）

第
一
六
六
条
（
法
案
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
の
特
別
の
行
使
）

第
一
六
七
条
（
法
案
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
決
定
）

第
一
六
八
条
（
憲
法
施
行
後
成
立
し
た
法
律
の
審
査
権
）

第
一
六
九
条
（
州
議
会
法
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
）

第
一
七
0
条
（
憲
法
解
釈
に
関
す
る
憲
法
上
の
権
限
）

第
一
七
一
条
（
基
本
権
お
よ
び
言
語
権
に
関
す
る
権
限
）

第
一
七
二
条
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
効
力
に
関
す
る
権
限
）

第
一
七
三
条
（
国
会
特
権
の
違
反
に
関
す
る
権
限
）

第
一
七
四
条
（
上
訴
管
轄
権
）

第
一
七
五
条
（
上
告
権
）

第
一
七
六
条
（
最
高
裁
判
所
の
判
決
お
よ
び
命
令
の
審
査
）

第
一
七
七
条
（
最
高
裁
判
所
の
諮
問
そ
の
他
の
権
限
）

第
一
七
八
条
（
法
務
長
官
の
立
会
権
）

第
一
七
九
条
（
一
定
事
項
の
審
理
を
優
先
す
る
最
高
裁
判
所
の
権
限
）

控
訴
裁
判
所

第
一
八
0
条
（
控
訴
裁
判
所
の
管
轄
権
）

第
一
八
一
条
（
控
訴
裁
判
所
の
権
限
）

第
一
八
一
一
条
（
基
本
権
お
よ
び
言
語
権
に
関
す
る
控
訴
裁
判
所
の
権
限
）

第
一
八
三
条
（
人
身
保
護
令
状
発
出
権
）

第
一
八
四
条
（
収
監
者
の
送
出
お
よ
び
移
送
権
）

第
一
八
五
条
（
禁
止
命
令
権
）

第
一
八
六
条
（
選
挙
異
議
申
立
て
）

（
二
九
一
）



関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

三
（
二
九
―
-
）

第
一
八
七
条
（
控
訴
裁
判
所
の
諮
問
そ
の
他
の
権
限
）

第
一
八
八
条
（
裁
判
記
録
の
調
査
）

州
高
等
法
院

第
一
八
九
条
（
州
高
等
法
院
の
権
限
）

第
二

0
章

公

務

第
一
九
0
条
（
大
統
領
に
よ
る
任
命
）

第
一
九
一
条
（
国
家
公
務
委
員
会
）

第
一
九
二
条
（
国
家
公
務
員
の
任
期
）

第
一
九
三
条
（
大
臣
の
省
庁
長
官
任
命
権
等
）

第
一
九
四
条
（
全
国
公
務
委
員
会
の
構
成
）

第
一
九
五
条
（
全
国
公
務
委
員
会
に
よ
る
一
定
の
権
限
の
委
員
会
へ
の
委
任
）

第
一
九
六
条
（
全
国
公
務
委
員
会
ま
た
は
委
員
会
に
よ
る
一
定
の
権
限
の
国
家
公
務
員
へ
の
委
任
）

第
一
九
七
条
（
公
務
に
関
す
る
い
か
な
る
命
令
お
よ
び
決
定
も
判
断
、
審
理
し
え
な
い
裁
判
所
ま
た
は
審
判
所
）

第
一
九
八
条
（
公
務
に
関
す
る
既
存
の
規
則
お
よ
び
規
程
の
効
力
継
続
）

第
一
九
九
条
（
国
家
公
務
委
員
会
干
渉
の
罪
）

第
二

0
0
条
（
州
公
務
委
員
会
）

第
二

0
一
条
（
州
省
庁
の
首
席
補
佐
官
お
よ
び
補
佐
官
）

第
二

0
二
条
（
州
公
務
）

第
二

0
三
条
（
行
政
控
訴
審
判
所
）

第
二

0
四
条
（
公
務
委
員
会
委
員
長
会
議
）

第
二

0
五
条
（
公
務
就
任
宣
誓
ま
た
は
約
言
）

第

ニ

―

章

財

政

第
二

0
六
条
（
課
税
法
令
主
義
）



ア
ジ
ア
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第
二

0
七
条
（
中
央
お
よ
び
州
財
政
）

第
二

0
八
条
（
ス
リ
ラ
ン
カ
統
合
基
金
か
ら
の
資
金
の
引
出
）

第
二

0
九
条
（
ス
リ
ラ
ン
カ
歳
入
法
案
に
関
す
る
特
別
規
定
）

第
ニ
―

0
条
（
州
に
お
け
る
借
用
お
よ
び
投
資
）

第
ニ
―
一
条
（
財
政
委
員
会
）

第
ニ
―
―
一
条
（
中
央
政
府
お
よ
び
州
行
政
府
の
収
入
お
よ
び
財
産
の
課
税
免
除
）

第
ニ
―
三
条
（
会
計
検
査
官
）

第
ニ
―
四
条
（
会
計
検
査
官
の
職
責
お
よ
び
職
務
）

第
二
二
章
防
衛
、
国
家
の
安
全
お
よ
び
法
と
秩
序

第
ニ
―
五
条
（
防
衛
、
国
家
の
安
全
お
よ
び
法
と
秩
序
な
ど
に
関
す
る
事
項
）

第
ニ
―
六
条
（
国
家
警
察
お
よ
び
国
家
警
察
委
員
会
）

第
ニ
―
七
条
（
州
警
察
お
よ
び
州
警
察
委
員
会
）

第
ニ
―
八
条
（
国
家
お
よ
び
州
警
察
間
の
相
互
協
力
）

第
二
三
章
公
共
の
安
全

第
ニ
―
九
条
（
公
共
の
安
全
）

第
二
二

0
条
（
州
内
の
緊
急
事
態
）

第
二
ニ
一
条
（
州
知
事
の
要
請
に
も
と
づ
く
緊
急
事
態
の
布
告
）

第
二
二
二
条
（
国
会
お
よ
び
州
議
会
へ
の
布
告
の
通
知
）

第
二
二
三
条
（
大
統
領
に
よ
る
権
限
の
引
受
）

第
ニ
二
四
条
（
裁
判
所
ま
た
は
審
判
所
に
よ
る
布
告
の
審
査
不
能
）

第
二
四
章
行
政
に
対
す
る
議
会
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
）

第
二
二
五
条
（
行
政
に
対
す
る
議
会
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
）

第
二
五
章
地
方
政
府

~ 
（
二
九
三
）



関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

第
二
二
六
条
（
地
方
政
府
に
関
す
る
事
項
）

第

二

六

章

通

則

第
二
二
七
条
（
国
際
条
約
お
よ
び
協
定
）

第
ニ
二
八
条
（
委
任
）

第
二
二
九
条
（
現
行
法
）

第
二
三
0
条
（
共
和
国
の
権
限
、
特
権
、
免
責
お
よ
び
権
利
）

第
二
三
一
条
（
共
和
国
の
権
利
、
職
責
お
よ
び
責
務
）

第
二
三
二
条
（
憲
法
施
行
前
の
法
律
、
処
分
、
犯
罪
お
よ
び
係
争
行
為
な
ど
）

第
二
七
章
経
過
規
定

第
二
三
三
条
（
初
代
大
統
領
）

第
二
三
四
条
（
第
一
回
国
会
）

第
二
三
五
条
（
内
閣
）

第
二
三
六
条
（
裁
判
官
、
公
務
員
な
ど
の
職
務
の
継
続
）

第
二
三
七
条
(
-
九
七
八
年
憲
法
の
も
と
で
の
委
員
会
な
ど
）

第
二
三
八
条
（
州
評
議
会
に
関
す
る
規
定
）

第
二
三
九
条
（
任
命
な
ど
の
期
限
）

第
二
四
0
条
（
法
案
に
関
す
る
規
定
）

第
二
四
一
条
（
条
約
と
し
て
の
効
力
の
承
認
）

第
二
四
二
条
（
裁
判
所
な
ど
に
関
す
る
規
定
）

第
二
八
章
北
部
お
よ
び
東
部
州
に
つ
い
て
の
暫
定
評
議
会

第
二
四
三
条
（
暫
定
評
議
会
）

第
二
四
四
条
（
大
臣
委
員
会
）

第
二
四
五
条
（
暫
定
評
議
会
お
よ
び
大
臣
委
員
会
の
権
限
）

―
二
四

（
二
九
四
）



ア
ジ
ア
の
憲
法
と
国
民
統
合

―
二
五

第
二
四
六
条
（
暫
定
評
議
会
の
立
法
権
）

第
二
四
七
条
（
公
務
）

第
二
四
八
条
（
警
察
）

第
二
四
九
条
（
財
政
）

第
二
五

0
条
（
復
典
お
よ
び
再
定
住
）

第
二
五
一
条
（
文
化
委
員
会
）

第
二
五
二
条
（
平
等
化
委
員
会
）

第
二
五
三
条
（
暫
定
州
評
議
会
）

第

二

九

章

解

釈

第
二
五
四
条
（
解
釈
）

第
三

0
章

廃

止

第
二
五
五
条
（
廃
止
）

第
三
一
章
憲
法
の
公
布

第
二
五
六
条
（
憲
法
の
公
布
）

第
一
付
則
ー
第
五
付
則

(13)

詳
し
く
は
、
長
崎
暢
子
「
イ
ン
ド
パ
キ
ス
タ
ン
の
成
立
ー
『
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
統
一
連
邦
案
』
の
崩
壊
」
歴
史
学

研
究
会
編
『
講
座
世
界
史
9

解
放
の
夢
ー
大
戦
後
の
世
界
」
(
-
九
九
六
年
、
東
大
出
版
会
）
七
三
頁
以
下
参
照
。

(14)

た
だ
し
、
国
会
で
総
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
1
5
)
奥
山
甚
一
「
基
本
的
信
頼
関
係
の
欠
如
」
杉
本
良
男
編
『
ア
ジ
ア
読
本
ス
リ
ラ
ン
カ
』
二
七
二
頁
(
-
九
九
八
年
、
河
出
書
房
新
社
）
参
照
。

(16)

シ
ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ル
人
と
が
対
立
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
の
シ
ン
ハ
ラ
語
公
用
語
法
案
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
法
案
を
提
出
し
た

s
.
w
.
R
.
D
．
バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
ー
ヤ
カ
は
、
シ
ン
ハ
ラ
語
公
用
語
化
に
個
人
的
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
与
党
で
あ
っ
た
U
N
P
に
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
多
数
派
シ
ン
ハ
ラ
人
の
支
持
を
得
や
す
い
政
策
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
シ
ン
ハ
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
最
も
訴
え
る
言
語
問
題
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
林
明
「
政
治
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
紛

（
二
九
五
）



対
立
の
象
徴
の
一
っ
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
不
幸
と
い
え
よ
う
。

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

（
反
対
八
九
）
で
そ
の
延
長
が
可

政
府
が
、
憲
法
改
革
、
地
方
分
権
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
二

0
0
0年
四
月
、

L
T
T
E
は
北
部
の
政
府
軍
の
要
衝
エ
レ

フ
ァ
ン
ト
パ
ス
を
制
圧
し
、
ジ
ャ
フ
ナ
半
島
に
も
進
攻
し
た
。
同
年
五
月
三
日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
独
立
以
来
初
め
て
戦
時
体
制
を
宣

言
し
、
治
安
維
持
法
を
制
定
。
こ
の
体
制
は
、
二

0
0
一
年
四
月
五
日
、
国
会
に
お
い
て
賛
成
―
―
―

決
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
フ
ナ
半
島
を
め
ぐ
る
攻
防
は
激
化
し
、
政
府
も
徹
底
抗
戦
を
表
明
、

L
T
T
E
は
、
ジ
ャ
フ
ナ
半
島
の
奪
還
を
め

ざ
し
て
攻
撃
を
続
け
た
。
最
近
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
が
仲
介
・
調
停
役
を
務
め
て
、
和
平
交
渉
を
よ
び
か
け
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
抱
え
て
い
る
困
難
は
、
特
定
の
宗
教
（
仏
教
）
と
言
語
（
シ
ン
ハ
ラ
語
）
に
憲
法
上
、
社
会
生
活
上
の
優
位
を
与
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
長
く
続
い
て
い
た
従
来
の
共
生
関
係
が
崩
れ
、
国
民
国
家
と
国
民
統
合
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。
多
数
派
集
団
内
部
で
し
か
了
解
で
き
な
い
文
化
観
念
を
国
家
と
国
民
統
合
の
名
の
下
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
異

質
な
少
数
者
集
団
の
疎
外
を
深
め
る
効
果
し
か
生
み
出
さ
な
い
。
多
数
派
シ
ン
ハ
ラ
人
が
日
常
生
活
と
そ
の
思
考
・
行
動
様
式
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
き
た
仏
教
が
国
家
公
式
法
た
る
『
憲
法
」
で
優
越
的
な
地
位
を
明
記
さ
れ
、
政
治
的
役
割
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
方
分
権
を
含
む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
、
そ
れ
を
憲
法
的
枠
組
み
と
し
て
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
く
の
か
は
、
今
日
、
国
際
的
に

(
1
)

（

2
)
 

も
憲
法
学
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。
統
合
へ
の
新
た
な
原
理
（
原
理
に
よ
る
統
合
）
を
模
索
す
る
公
共
的
な
論
議
と
い

う
伝
統
の
形
成
が
新
憲
法
案
の
論
議
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
る
と
は
簡
単
に
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
苛
烈
な
抗

争
」
杉
本
良
男
編
・
前
掲
書
二
六
三
頁
参
照
。

関
法

む
す
び
に
か
え
て

―
二
六

（
二
九
六
）
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(
3
)
 

争
か
ら
、
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
も
の
が
、
「
宗
教
的
・
文
化
的
多
様
性
の
公
平
な
尊
重
」
に
も
と
づ
く
ニ
―
世
紀
に
お

（
こ
の
意
味
で
は
、
も
は
や
従
来
の
「
国
民
国
家
」
概
念
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
と
な

(
1
)
一
九
九
九
年
の
第
五
回
国
際
憲
法
学
会
世
界
大
会
の
テ
ー
マ
の
一
っ
と
し
て
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
憲
法
上
の
権
利
1

地
域
的
分
権
を
含
む
」

が
と
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
樋
口
陽
一
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
憲
法
上
の
権
利
1

地
域
的
分
権
を
含
む
」
法
律
時

報
七
一
巻
―
二
号
九
四
頁
(
-
九
九
九
年
）
参
照
。

(
2
)
井
上
達
夫
『
現
代
の
貧
困
』
（
二

0
0
一
年
、
岩
波
書
店
）
。

(
3
)
同
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
『
ア
ジ
ア
的
価
値
」
」
大
沼
保
昭
編
『
東
亜
の
構
想
~
2
1
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
規
範
秩
序
を
求
め
て
ー
ー
＇
』

（二

0
0
0
年
、
筑
摩
書
房
）
ニ
―
頁
以
下
参
照
。

本
稿
は
、
関
西
大
学
国
内
研
修
員
（
平
成
―
二
年
度
）
と
し
て
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

る
で
あ
ろ
う
が
）
と
な
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

け
る
国
民
国
家
の
あ
り
方
の
―
つ
の
モ
デ
ル

――一七

（
二
九
七
）

（二

0
0
一
年
六
月
二

0
日
提
出
）




